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実
 
績

 

評
価

項
目

 
調

査
項

目
 

必
要

な
情

報
・
デ

ー
タ

 
情

報
源

 
調

査
結

果
 

実
績

 

1-
1.

  
雑

誌
、

学
術

誌
等

で
引

用

さ
れ

る
セ

ン
タ

ー
の

研
究

論
文

数
 

1-
1.

  
セ

ン
タ

ー

の
記

録
 

セ
ン

タ
ー

で
は

、
雑

誌
や

学
術

誌
等

に
引

用
さ

れ
た

研
究

論
文

数
を

記
録

す
る

シ
ス

テ
ム

が
、

ま

だ
作

ら
れ

て
い

な
い

。
こ

れ
は

、
ま

だ
セ

ン
タ

ー
が

イ
ン

ド
ネ

シ
ア

国
内

や
海

外
の

雑
誌

・
学

術
誌

に

そ
れ

ほ
ど

多
く

の
記

事
を

書
い

て
い

な
い

現
状

に
理

由
が

あ
る

と
と

も
に

、
引

用
さ

れ
る

論
文

数
を

セ

ン
タ

ー
職

員
が

適
切

に
把

握
で

き
る

よ
う

訓
練

す
る

必
要

が
あ

る
た

め
で

あ
る

。
 

 
1-

2.
  外

部
か

ら
の

委
託

調
査

件

数
 

1-
2.

  セ
ン

タ
ー

の
記

録
 

現
在

ま
で

の
と

こ
ろ

、
セ

ン
タ

ー
で

は
外

部
か

ら
の

委
託

調
査

を
実

施
し

た
実

績
は

な
い

。
た

だ

し
、

予
備

的
打

診
で

は
あ

る
が

、
イ

ン
ド

ネ
シ

ア
国

会
か

ら
予

算
シ

ス
テ

ム
に

関
す

る
研

究
委

託
の

要

請
が

あ
っ

た
。

今
後

、
外

部
か

ら
の

委
託

調
査

を
受

注
す

る
可

能
性

が
出

て
き

て
い

る
。

 
 

1-
3.

  博
士

号
保

持
者

数
 

1-
3.

  セ
ン

タ
ー

の
記

録
 

現
在

、
博

士
号

保
持

者
は

、
以

下
の

3
名

。
 

D
r.

 B
ac

ht
ia

r A
la

m
, E

xe
cu

tiv
e 

D
ir

ec
to

r 
D

r.
 S

at
ya

 A
ri

na
nt

o,
 V

ic
e 

D
ir

ec
to

r o
f R

es
ea

rc
h 

an
d 

D
ev

el
op

m
en

t 
D

r.
 Is

ba
nd

i R
. A

di
, R

es
ea

rc
h 

C
ou

nt
er

pa
rt

 o
f T

ea
m

 B
2 

 
1-

4 
セ

ン
タ

ー
の

刊
行

物
数

 
1-

4.
  セ

ン
タ

ー

の
記

録
 

“N
ip

po
n 

Jo
ur

na
l”と

雑
誌

（機
関

誌
、

不
定

期
）
が

2
種

類
出

て
い

る
。

ま
た

、
研

究
成

果
が

本
と

な
っ

て
出

版
さ

れ
て

い
る

も
の

が
2

冊
あ

り
、

ま
た

近
々

も
う

2
冊

出
版

さ
れ

る
予

定
と

な
っ

て
い

る
。

本
に

つ
い

て
は

、
ジ

ャ
ワ

島
内

の
主

要
な

書
店

で
購

入
可

能
で

あ
る

と
の

こ
と

。
 

 

上
位

目
標

の
達

成
度

（
見

込
み

）
 

（
1.

セ
ン

タ
ー

が
イ

ン
ド

ネ
シ

ア
に

お
け

る
日

本

研
究

機
関

と
し

て
確

立

さ
れ

る
。

 
2.

セ
ン

タ
ー

が
研

究
に

基
づ

い
た

知
識

や
情

報
を

提
供

す
る

こ
と

に

よ
り

イ
ン

ド
ネ

シ
ア

社
会

に
貢

献
す

る
。

）
 

1-
5.

  セ
ン

タ
ー

主
催

の
セ

ミ
ナ

ー
／

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
へ

の
外

部
か

ら
の

参
加

者
数

1-
5.

  セ
ミ
ナ

ー

参
加

者
リ

ス
ト

 

外
部

か
ら

の
参

加
者

数
に

関
す

る
こ

れ
ま

で
の

実
績

は
下

表
の

と
お

り
。

 
セ

ミ
ナ

ー
/ワ

ー
ク

シ
ョ
ッ

プ
の

名
称

 
参

加
者

数
 

1 
W

or
ks

ho
p o

n “
In 

Se
ar

ch
 of

 th
e O

pti
on

al 
W

ay
 to

 E
nh

an
ce

 S
ma

ll a
nd

 M
ed

ium
 

Ind
us

try
 ac

tiv
ity

” 
11

 

2 
W

or
ks

ho
p o

n “
Ha

nd
icr

aft
s i

n M
an

ufa
ctu

re
 In

du
str

y” 
4 

3 
W

or
ks

ho
p o

n “
Pr

es
en

tat
ion

 fr
om

 C
JS

-U
I R

es
ea

rch
 T

ea
m 

for
 Ja

pa
n’s

 O
DA

 
Re

se
ar

ch
” 

2 

4 
Th

e R
eg

ion
al 

Co
nfe

re
nc

e o
n J

ap
an

es
e S

tud
ies

 in
 E

as
t a

nd
 S

ou
the

as
t A

sia
 20

01
 

(sp
on

so
re

d b
y J

ap
an

 F
ou

nd
ati

on
) 

17
0 

5 
An

nu
al 

Le
ctu

re
 “B

ati
k o

n I
nd

on
es

ia’
s S

oc
ial

, C
ult

ur
e a

nd
 E

co
no

my
” 

54
 

6 
An

nu
al 

Le
ctu

re
 “A

fte
r t

he
 T

er
ro

r: 
Vi

ole
nc

e, 
Am

er
ica

 an
d t

he
 F

utu
re

 of
 Ja

pa
ne

se
 

Po
lic

y i
n P

os
t C

old
 W

ar
 W

or
ld”

 (s
po

ns
or

ed
 by

 Ja
pa

n F
ou

nd
ati

on
) 

12
7 

 
計

 
36

8 
注

：
 

Ja
pa

n 
Fo

un
da

tio
n=

国
際

交
流

基
金
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1-

6.
  他

国
の

日
本

研
究

機
関

と

の
ネ

ッ
ト
ワ

ー
ク

の
強

化
 

1-
6.

  セ
ン

タ
ー

の
記

録
 

セ
ン

タ
ー

所
長

で
あ

る
D

r.
 B

ac
ht

ia
r A

la
m

が
、

ア
ジ

ア
地

域
に

お
け

る
日

本
研

究
の

卓
越

し

た
ネ

ッ
ト
ワ

ー
ク

を
有

し
て

い
る

。
例

え
ば

、
ア

ジ
ア

に
お

け
る

日
本

研
究

に
関

す
る

会
議

が
、

イ
ン

ド

ネ
シ

ア
で

20
01

年
に

大
規

模
に

開
催

さ
れ

た
。

会
議

の
名

称
は

、
「
東

ア
ジ

ア
及

び
東

南
ア

ジ
ア

に
け

る
日

本
研

究
地

域
会

議
20

01
年

：
 

ア
ジ

ア
経

済
危

機
以

降
の

日
本

に
関

す
る

講
演

、
文

化

社
会

面
へ

の
影

響
に

つ
い

て
の

比
較

展
望

」
で

あ
る

。
イ

ン
ド

ネ
シ

ア
か

ら
は

も
ち

ろ
ん

の
こ

と
、

東

南
ア

ジ
ア

地
域

の
日

本
研

究
者

7
名

が
出

席
し

、
将

来
ま

た
同

様
な

テ
ー

マ
で

別
の

国
で

会
議

を

開
催

す
る

こ
と

に
同

意
し

た
。

そ
し

て
、

セ
ン

タ
ー

所
長

が
、

ア
ジ

ア
地

域
の

日
本

研
究

確
立

の
た

め
、

そ
の

主
導

的
役

割
を

果
た

す
こ

と
を

要
請

さ
れ

た
。

し
た

が
っ

て
、

セ
ン

タ
ー

は
、

日
本

研
究

セ

ン
タ

ー
確

立
の

た
め

に
大

い
に

注
力

し
続

け
て

い
る

と
こ

ろ
で

あ
る

。
 

 
2.

  
新

聞
で

引
用

さ
れ

る
セ

ン

タ
ー

の
研

究
論

文
数

 
2.

  
セ

ン
タ

ー

の
記

録
 

ま
だ

、
セ

ン
タ

ー
で

は
新

聞
で

引
用

さ
れ

る
セ

ン
タ

ー
の

研
究

論
文

数
を

補
足

す
る

シ
ス

テ
ム

が

出
来

上
が

っ
て

い
な

い
た

め
、

不
明

で
あ

る
。

 
 

1-
1.

  各
研

究
員

に
よ

る
最

低
１

本
以

上
の

質
の

高
い

研

究
論

文
、

評
論

、
章

の
学

術
誌

へ
の

発
表

回
数

 

1-
1.

  セ
ン

タ
ー

の
記

録
 

現
在

の
と

こ
ろ

、
下

記
４

名
の

研
究

員
の

記
事

が
発

表
さ

れ
て

い
る

。
 

氏
名

 
研

究
 

ｸ
ﾞﾙ

ｰ
ﾌ
ﾟ  

記
事

名
称

 
掲

載
誌

名
称

 

Mr
. D

rs.
 R

iza
ldi

 P
ar

an
i, 

MI
R 

A2
 

Me
tro

po
lita

n M
an

ufa
ctu

rin
g 

Ind
us

trie
s 

Ju
rn

al 
So

sio
log

i U
niv

er
sit

as
 

Ind
on

es
ia 

Mr
. D

rs 
Se

mi
ar

to 
Aj

i, 
MA

. 
A3

 
Ha

nd
icr

aft
s a

nd
 

So
cio

-C
ult

ur
al 

Ch
an

ge
 

Ju
rn

al 
An

tro
po

log
i U

niv
er

sit
as

 
Ind

on
es

ia 
Mr

. Is
ba

nd
i R

. A
di 

B2
 

Ja
pa

ne
se

 O
DA

 to
 In

do
ne

sia
 

Ju
rn

al 
Ilm

u K
es

eja
hte

ra
an

 
So

sia
l (S

oc
ial

 W
elf

ar
e 

Sc
ien

ce
) U

niv
er

sit
as

 In
do

ne
sia

 
Mr

. D
od

y P
ra

yo
go

 
C 

So
cia

l C
ha

ng
e i

n S
ub

ur
ba

n 
Ar

ea
s 

Ju
rn

al 
So

sio
log

i U
niv

er
sit

as
 

Ind
on

es
ia 

注
：
研

究
ｸ
ﾞﾙ

ｰ
ﾌ
ﾟは

計
7

あ
る

。
 

 
1-

2.
  セ

ン
タ

ー
内

で
の

研
究

論

文
の

登
録

ｼ
ｽ
ﾃ

ﾑ
の

確
立

1-
2.

  セ
ン

タ
ー

の
記

録
 

セ
ン

タ
ー

で
は

、
研

究
論

文
の

登
録

シ
ス

テ
ム

を
確

立
し

よ
う

と
努

め
て

い
る

と
こ

ろ
で

あ
る

。
現

在

の
と

こ
ろ

、
手

作
業

に
よ

る
も

の
と

コ
ン

ピ
ュ

ー
タ

を
利

用
し

た
も

の
と

が
あ

り
、

改
善

に
努

め
て

い
る

。

例
え

ば
、

本
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

研
究

テ
ー

マ
毎

（
各

研
究

サ
ブ

グ
ル

ー
プ

）
の

中
間

レ
ポ

ー
ト
が

印
刷

製
本

さ
れ

て
い

る
。

（
20

03
年

3
月

に
作

成
さ

れ
た

中
間

レ
ポ

ー
ト
が

7
種

類
あ

る
。

）
 

 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

目
標

達

成
度

 
（
日

本
研

究
機

関
と

し

て
セ

ン
タ

ー
の

能
力

が

向
上

す
る

。
）

 

2.
  

日
本

研
究

分
野

で
の

修

士
号

保
持

者
数

 
2.

  
セ

ン
タ

ー

の
記

録
 

本
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
期

間
中

に
す

で
に

、
博

士
号

を
取

得
し

た
研

究
者

が
1

名
い

る
（
ア

ジ
ア

・
ユ

ー

ス
・
フ

ェ
ロ

ー
シ

ッ
プ

制
度

に
よ

る
留

学
に

よ
り

取
得

）
。

ま
た

、
現

在
、

日
本

に
留

学
中

の
3

名
の

研

究
者

が
本

年
度

中
（2

00
4

年
3

月
ま

で
）に

修
士

号
を

取
得

す
る

見
込

み
で

あ
る

。
こ

の
3

名
の

研

究
員

の
内

、
2名

は
JI

C
A

長
期

研
修

プ
ロ

グ
ラ

ム
に

よ
る

留
学

生
で

あ
り

、
残

り
の

1名
は

、
ア

ジ
ア

・

ユ
ー

ス
・フ

ェ
ロ

ー
シ

ッ
プ

制
度

に
よ

る
留

学
生

で
あ

る
。

 
し

た
が

っ
て

、
20

04
年

3
月

ま
で

に
は

、
計

4
名

の
研

究
員

が
修

士
号

を
取

得
す

る
こ

と
に

な
る

。
 

- 64 -



別
添
資
料

2
 
 
評
価
グ
リ
ッ
ド
 
 
(
案
件
名
：
 
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
日
本
研
究
セ
ン
タ
ー
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・
フ
ェ
ー
ズ

2
)
 

 

 
3.

 イ
ン

ド
ネ

シ
ア

に
お

け
る

日
本

研
究

機
関

と
の

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

の

活
発

化
（
共

同
セ

ミ
ナ

ー
／

共
同

研
究

会
の

開
催

、
定

期
的

学
会

の
開

催
、

学
会

誌
の

共
同

執
筆

等
）
 

3.
  

セ
ン

タ
ー

の
記

録
 

セ
ン

タ
ー

は
、

イ
ン

ド
ネ

シ
ア

国
に

お
け

る
日

本
研

究
ネ

ッ
ト
ワ

ー
ク

の
中

で
も

活
発

に
、

各
種

の

活
動

に
参

加
し

て
い

る
。

ま
た

、
他

の
機

関
と

の
よ

り
よ

い
協

力
関

係
を

築
こ

う
と

し
て

い
る

。
セ

ン
タ

ー
は

、
組

織
と

し
て

あ
る

い
は

D
r. 

B
ac

ht
ia

r 
A

la
m

セ
ン

タ
ー

所
長

が
、

セ
ミ

ナ
ー

や
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

へ
の

参
加

や
、

他
の

機
関

の
代

表
者

と
の

会
議

等
に

参
加

し
て

い
る

。
 

ま
た

、
セ

ン
タ

ー
は

、
54

の
機

関
に

機
関

誌
を

配
布

し
て

お
り

、
こ

れ
は

一
つ

の
ネ

ッ
ト
ワ

ー
ク

を
形

成
し

て
い

る
と

言
え

る
。

こ
の

他
、

セ
ン

タ
ー

所
長

は
、

イ
ン

ド
ネ

シ
ア

の
日

本
研

究
協

会
が

開
催

す

る
年

次
会

議
に

出
席

し
、

別
の

形
で

の
ネ

ッ
ト
ワ

ー
ク

を
築

い
て

い
る

。
 

 
4.

  
セ

ン
タ

ー
の

財
政

 
4.

  
セ

ン
タ

ー

の
財

務
台

帳
 

イ
ン

ド
ネ

シ
ア

大
学

か
ら

の
補

助
金

（
政

府
予

算
）
、

セ
ン

タ
ー

施
設

利
用

料
収

入
（
部

屋
や

宿
泊

施
設

の
貸

し
出

し
に

よ
る

収
入

）、
そ

し
て

JI
C

A
の

資
金

的
支

援
（
ﾛ
ｰ

ｶ
ﾙ

ｺ
ｽ
ﾄ負

担
）
を

用
い

て
、

適

切
に

財
政

運
営

を
行

っ
て

い
る

。
セ

ン
タ

ー
施

設
利

用
料

収
入

は
、

徐
々

に
増

加
し

て
い

る
。

自
己

収
入

増
加

の
努

力
が

現
れ

て
い

る
。

イ
ン

ド
ネ

シ
ア

側
が

用
意

し
た

予
算

額
の

内
、

約
30

%
が

政
府

か
ら

の
補

助
金

で
、

残
り

約
70

%
は

自
己

収
入

と
い

う
割

合
で

あ
る

。
た

だ
し

、
JI

C
A

の
ロ

ー
カ

ル
コ

ス
ト
負

担
と

イ
ン

ド
ネ

シ
ア

側
予

算
と

は
、

ほ
ぼ

同
じ

く
ら

い
に

あ
る

。
詳

細
は

下
表

参
照

。
 

 
20

00
年

 
20

01
年

 
20

02
年

 
20

03
年

6月
ま

で
 

年
度

当
初

の
収

支
 

Rp
44

,29
0,0

01
 

Rp
84

,37
7,6

92
 

Rp
11

4,2
72

,48
6 

Rp
15

0,9
99

,62
3 

収
入

 
 

 
 

 
1 

大
学

補
助

金
 

Rp
89

,99
5,3

00
 

Rp
89

,77
9,0

90
 

Rp
10

2,6
85

,53
4 

Rp
49

,77
4,0

75
 

2 
研

究
費

（
JIC

A支
援

ﾛ
ｰ

ｶ
ﾙ

ｺ
ｽ
ﾄ）

 
Rp

62
,60

0,8
87

 
Rp

27
5,1

68
,41

0 
Rp

55
6,6

46
,12

7 
Rp

29
0,1

14
,00

0 
3 

施
設

利
用

料
金

収
入

 
Rp

18
1,0

37
,75

0 
Rp

22
3,5

87
,00

0 
Rp

23
4,9

70
,47

5 
Rp

13
6,8

64
,00

0 
収

入
合

計
 

Rp
33

3,6
33

,93
7 

Rp
58

8,5
34

,50
0 

Rp
89

4,3
02

,13
6 

Rp
47

6,7
52

,07
5 

支
出

 
 

 
 

 
1 

人
件

費
 

Rp
15

5,8
01

,75
0 

Rp
30

2,6
37

,00
0 

Rp
50

9,9
57

,00
0 

Rp
25

0,2
68

,15
0 

2 
運

営
費

 
Rp

11
3,8

68
,13

0 
Rp

23
7,7

96
,34

8 
Rp

33
3,3

98
,40

7 
Rp

19
4,2

28
,27

0 
3 

一
般

管
理

費
等

 
Rp

23
,87

6,3
66

 
Rp

18
,20

6,3
58

 
Rp

14
,21

9,5
92

 
Rp

37
,65

8,5
50

 
支

出
合

計
 

Rp
29

3,5
46

,24
6 

Rp
55

8,6
39

,70
6 

Rp
85

7,5
74

,99
9 

Rp
48

2,1
54

,97
0 

年
度

終
了

時
収

支
 

Rp
84

,37
7,6

92
 

Rp
11

4,2
72

,48
6 

Rp
15

0,9
99

,62
3 

Rp
14

5,5
96

,72
8 

 
 

1-
1.

   
各

研
究

グ
ル

ー
プ

（
ｻ

ﾌ
ﾞｸ

ﾞﾙ
ｰ

ﾌ
ﾟ）

に
よ

っ
て

3
年

間
で

最
低

2
回

の
ﾜ
ｰ

ｸ
ｼ

ｮｯ
ﾌ
ﾟ及

び
2

回
の

オ

ー
プ

ン
セ

ミ
ナ

ー
が

開
か

れ
る

。

1-
1.

  セ
ン

タ
ー

の
記

録
 

研
究

サ
ブ

グ
ル

ー
プ

は
、

メ
ン

バ
ー

が
集

ま
っ

た
時

に
、

そ
れ

ぞ
れ

内
部

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
を

行
っ

て
い

る
。

な
お

、
こ

れ
ま

で
に

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
は

、
研

究
サ

ブ
グ

ル
ー

プ
の

A
1、

A
3、

B
2

が
実

施
し

て
い

る
。

ま
た

、
年

次
講

義
が

こ
れ

ま
で

に
2

回
実

施
さ

れ
た

。
こ

れ
ら

の
ワ

ー
ク

シ
ョ
ッ

プ
や

年
次

講

義
の

参
加

者
は

、
セ

ン
タ

ー
の

研
究

員
の

他
、

イ
ン

ド
ネ

シ
ア

大
学

の
他

の
学

部
、

政
府

職
員

、
民

間
企

業
等

か
ら

の
参

加
者

が
あ

っ
た

。
 

詳
細

は
、

ミ
ニ

ッ
ツ

添
付

の
A

nn
ex

 8
参

照
。

 
 

成
果

の
達

成
度

 
1.

 
セ

ン
タ

ー
で

の
研

究
の

質
が

高
ま

る
。

 

1-
2.

  
 

各
研

究
グ

ル
ー

プ
に

よ
っ

て
各

テ
ー

マ
に

関
す

る
研

究
成

果
が

1
冊

以
上

刊
行

さ
れ

る
。

 

1-
2.

  
セ

ン
タ

ー

の
記

録
 

既
に

２
種

類
の

本
が

出
版

さ
れ

、
さ

ら
に

２
種

類
の

本
が

出
版

さ
れ

る
予

定
に

な
っ

て
い

る
。

 
各

研
究

サ
ブ

グ
ル

ー
プ

は
、

本
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

終
了

時
ま

で
に

最
終

研
究

成
果

を
提

出
す

る
こ

と

に
な

っ
て

い
る

。
そ

の
研

究
成

果
の

内
容

や
質

が
高

く
、

適
切

と
判

断
さ

れ
る

場
合

に
は

、
出

版
物

か
さ

れ
る

。
言

い
換

え
れ

ば
、

20
04

年
1

月
に

予
定

さ
れ

て
い

る
公

開
シ

ン
ポ

ジ
ウ

ム
へ

の
参

加
者

が
、

研
究

成
果

に
興

味
を

持
っ

た
場

合
に

は
、

出
版

さ
れ

る
。
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別
添
資
料

2
 
 
評
価
グ
リ
ッ
ド
 
 
(
案
件
名
：
 
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
日
本
研
究
セ
ン
タ
ー
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・
フ
ェ
ー
ズ

2
)
 

 

 
2.

 
研

究
者

の
研

究
能

力
が

向
上

す
る

。
 

2.
  

 
20

03
年

ま
で

に
セ

ン
タ

ー
の

4
人

以
上

が
日

本
へ

大
学

院
留

学

す
る

。
 

2.
  

セ
ン

タ
ー

の
記

録
 

カ
ウ

ン
タ

ー
パ

ー
ト
研

修
（
長

期
研

修
）
と

し
て

す
で

に
、

3
名

の
研

究
者

が
日

本
の

大
学

院
に

留

学
し

て
い

る
。

ま
た

、
20

04
年

3
月

に
は

、
さ

ら
に

3
名

の
研

究
者

が
日

本
の

大
学

院
に

留
学

す
る

予
定

と
な

っ
て

い
る

。
ま

た
、

こ
の

他
、

ア
ジ

ア
・
ユ

ー
ス

・
フ

ェ
ロ

ー
シ

ッ
プ

制
度

で
3

名
の

研
究

者
が

大
学

院
留

学
し

て
い

る
。

20
03

年
ま

で
と

い
う

範
囲

で
あ

れ
ば

、
6

人
の

実
績

（
JI

C
A

研
修

制
度

に

よ
る

も
の

は
3

名
）
で

あ
り

、
20

04
年

3
月

ま
で

の
予

定
を

含
め

れ
ば

、
計

9
名

と
な

る
。

 
目

標
以

上

の
成

果
が

達
成

さ
れ

て
い

る
と

言
え

る
。

 
 

3.
 

セ
ン

タ
ー

か
ら

外

部
に

対
し

て
知

的

支
援

が
行

わ
れ

る
。

 

3.
  

 
3

研
究

分
野

の
オ

ー
プ

ン
シ

ン
ポ

ジ
ウ

ム
が

各
々

行
わ

れ
る

。
 

3.
  

セ
ン

タ
ー

の
記

録
 

20
01

年
に

国
際

会
議

「
東

ア
ジ

ア
・
東

南
ア

ジ
ア

に
お

け
る

日
本

研
究

に
関

す
る

地
域

会
議

20
01

年
」が

開
催

さ
れ

た
（
国

際
交

流
基

金
の

支
援

）
。

 
ま

た
、

２
つ

の
会

議
が

、
研

究
サ

ブ
グ

ル
ー

プ
A

1
と

A
3

に
よ

っ
て

開
催

さ
れ

て
い

る
。

そ
し

て
、

今
後

の
予

定
と

し
て

、
20

04
年

1
月

に
す

べ
て

の
研

究
サ

ブ
グ

ル
ー

プ
の

研
究

成
果

を
発

表
す

る

場
と

な
る

公
開

シ
ン

ポ
ジ

ウ
ム

が
計

画
さ

れ
て

い
る

。
 

 
4.

 
セ

ン
タ

ー
の

運
営

管
理

能
力

が
強

化

さ
れ

る
。

 

4-
1.

  
上

記
(1

-1
)の

参
加

者
数

4-
1.

  
セ

ン
タ

ー

の
記

録
 

セ
ン

タ
ー

が
開

催
し

た
セ

ミ
ナ

ー
等

へ
の

参
加

者
数

は
、

次
の

と
お

り
。

 
参

加
者

数
 

会
議

/セ
ミ
ナ

ー
/ワ

ー
ク

シ
ョ
ッ

プ
の

名
称

 
開

催
日

 
ｾ

ﾝ
ﾀ
ｰ

内
部

外
部

計
 

1 
Co

nfe
re

nc
e “

the
 R

ole
 of

 S
ma

ll a
nd

 M
ed

ium
 In

du
str

y 
on

 st
re

ng
the

nin
g t

he
 N

ati
on

al 
Ec

on
om

ic 
St

ru
ctu

re
” 

20
02

.2.
7 

15
 

14
9 

16
4 

2 
Co

nfe
re

nc
e “

Be
tw

ee
n T

ra
dit

ion
al 

an
d t

he
 C

ha
ng

ing
 

of 
So

cie
ty:

 A
 C

as
e S

tud
y o

f B
ati

k I
nd

us
try

 in
 C

ire
bo

n 
an

d P
ek

alo
ng

an
” 

20
03

.2.
6 

13
 

13
2 

14
5 

3 
W

or
ks

ho
p o

n “
In 

Se
ar

ch
 of

 th
e O

pti
on

al 
W

ay
 to

 
En

ha
nc

e S
ma

ll a
nd

 M
ed

ium
 In

du
str

y a
cti

vit
y” 

20
01

.10
.9 

10
 

11
 

21
 

4 
W

or
ks

ho
p o

n “
Ha

nd
icr

aft
s i

n M
an

ufa
ctu

re
 In

du
str

y” 
20

02
.11

.11
 

11
 

4 
15

 

5 
W

or
ks

ho
p o

n “
Pr

es
en

tat
ion

 fr
om

 C
JS

-U
I R

es
ea

rch
 

Te
am

 fo
r J

ap
an

’s 
OD

A 
Re

se
ar

ch
” 

20
02

.8.
13

 
10

 
3 

13
 

6 
Th

e R
eg

ion
al 

Co
nfe

re
nc

e o
n J

ap
an

es
e S

tud
ies

 in
 

Ea
st 

an
d S

ou
the

as
t A

sia
 20

01
 (s

po
ns

or
ed

 by
 Ja

pa
n 

Fo
un

da
tio

n)
 

20
01

.7.
2-

3 
36

 
17

0 
20

6 

7 
An

nu
al 

Le
ctu

re
 “B

ati
k o

n I
nd

on
es

ia’
s S

oc
ial

, C
ult

ur
e 

an
d E

co
no

my
” 

20
02

.9.
12

 
10

 
54

 
64

 

8 
An

nu
al 

Le
ctu

re
 “A

fte
r t

he
 T

er
ro

r: 
Vi

ole
nc

e, 
Am

er
ica

 
an

d t
he

 F
utu

re
 of

 Ja
pa

ne
se

 P
oli

cy
 in

 P
os

t C
old

 W
ar

 
W

or
ld”

 (s
po

ns
or

ed
 by

 Ja
pa

n F
ou

nd
ati

on
) 

20
03

.1.
13

 
30

 
12

7 
15

7 

 
計

 
 

13
5 

65
0  

78
5 
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別
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2
 
 
評
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ッ
ド
 
 
(
案
件
名
：
 
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
日
本
研
究
セ
ン
タ
ー
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・
フ
ェ
ー
ズ

2
)
 

 

 
4-

2.
  

研
究

レ
ポ

ー
ト
の

配
布

 
4-

2.
  

セ
ン

タ
ー

の
記

録
 

機
関

誌
「
N

ip
po

n 
Jo

ur
na

l」
が

２
種

類
配

布
さ

れ
た

ほ
か

、
２

種
類

の
本

が
出

版
配

布
さ

れ
て

い
る

。
さ

ら
に

、
2

種
類

の
本

が
出

版
さ

れ
る

予
定

と
な

っ
て

い
る

。
配

布
先

は
54

機
関

で
、

イ
ン

ド
ネ

シ
ア

大
学

内
の

各
学

部
・
研

究
機

関
、

他
大

学
の

日
本

研
究

機
関

や
図

書
館

、
日

本
大

使
館

、

JI
C

A
、

JB
IC

、
JE

TR
O

、
交

際
交

流
基

金
等

の
日

本
の

機
関

が
含

ま
れ

て
い

る
。

 
 

5.
 

図
書

館
が

十
分

活

用
さ

れ
る

。
 

5.
  

図
書

館
の

来
館

者
数

 
5.

  
図

書
館

の

来
館

者

名
簿

 

図
書

館
の

来
館

者
数

は
、

年
別

で
は

次
の

と
お

り
。

 
 

20
01

年
 

20
02

年
 

20
03

年
（6

月
末

）
 

来
館

者
数

（
人

） 
2,

70
5 

3,
28

2 
1,

53
1 

図
書

館
の

担
当

者
の

話
に

よ
れ

ば
、

日
本

に
つ

い
て

記
述

さ
れ

た
日

本
語

の
図

書
だ

け
で

な
く

、

日
本

に
つ

い
て

記
述

さ
れ

た
英

文
の

本
で

、
研

究
者

が
よ

い
興

味
を

持
つ

種
類

の
本

が
蔵

書
と

し

て
あ

れ
ば

、
さ

ら
に

多
く

の
研

究
者

が
利

用
す

る
で

あ
ろ

う
と

の
こ

と
。

 
 

投
入

の
実

績
 

（
日

本
側

）
 

（
計

画
値

）
 

長
期

専
門

家
 

3
名

x 
12

M
M

 
短

期
専

門
家

 
各

サ
ブ

グ
ル

ー

プ
に

2-
3

名
 

C
/P

研
修

（
短

期
）
 

2-
3

名
／

年

長
期

研
修

員
受

入
 

2
名

以
上

 
 （

JO
C

V
司

書
隊

員
 

1
名

x 
24

M
M

）
 

機
材

：
 

コ
ン

ピ
ュ

ー
タ

、
コ

ピ
ー

機
、

書
籍

等
 

 （
イ

ン
ド

ネ
シ

ア
側

）
 

事
務

室
、

設
備

の
提

供
、

C
/P

の

配
置

、
機

材
等

に
係

る
経

費
、

ロ

ー
カ

ル
コ

ス
ト

、
事

務
職

員
の

配

置
及

び
訓

練
 

既
存

資
料

、
セ

ン

タ
ー

の
記

録
 

（
日

本
側

投
入

実
績

）
 

長
期

専
門

家
：
 

計
3

名
で

計
36

.5
M

M
（

12
M

M
+1

2M
M

+1
2.

5M
M

）
で

計
画

通
り

。
 

短
期

専
門

家
：
 

各
サ

ブ
グ

ル
ー

プ
ほ

ぼ
2-

3
名

の
専

門
家

派
遣

が
達

成
さ

れ
る

予
定

。
 

C
/P

研
修

（
短

期
）
：
 

3
年

間
で

計
7

名
。

計
画

通
り

の
達

成
度

で
あ

る
。

 
長

期
研

修
員

受
入

：
 

現
在

3
名

が
長

期
研

修
中

（
大

学
院

留
学

）
、

さ
ら

に
20

04
年

3
月

か
ら

3
名

が
長

期
研

修
予

定
と

な
っ

て
い

る
。

こ
の

3
名

は
、

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
期

間
を

少
し

は
ず

れ
る

が
、

こ
れ

も
含

め
れ

ば
、

計
6

名
と

な
り

、
計

画
以

上
の

達
成

度
と

な
る

。
 

（
JO

C
V

司
書

隊
員

は
、

計
画

通
り

2
年

間
、

セ
ン

タ
ー

の
図

書
館

で
協

力
活

動
を

行
っ

た
。

）
 

機
材

：
 

本
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
で

、
コ

ン
ピ

ュ
ー

タ
及

び
関

連
機

器
や

図
書

が
整

備
さ

れ
、

ま
た

、
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト
へ

の
接

続
と

セ
ン

タ
ー

内
の

コ
ン

ピ
ュ

ー
タ

を
つ

な
ぐ

LA
N

シ
ス

テ
ム

が
設

置
さ

れ
、

コ
ン

ピ
ュ

ー
タ

利
用

環
境

が
大

い
に

向
上

し
た

。
 

 （
イ

ン
ド

ネ
シ

ア
側

投
入

実
績

）
 

計
画

通
り

、
セ

ン
タ

ー
施

設
（
事

務
室

、
設

備
）
が

本
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

た
め

に
利

用
さ

れ
た

。
 

C
/P

の
配

置
も

適
切

に
行

わ
れ

、
各

研
究

サ
ブ

グ
ル

ー
プ

に
グ

ル
ー

プ
長

１
名

と
研

究
補

助
員

2～
3

名
が

配
置

さ
れ

た
。

グ
ル

ー
プ

長
が

7
名

、
研

究
補

助
が

16
名

の
計

23
名

で
あ

る
。

 
ロ

ー
カ

ル
コ

ス
ト
は

、
既

に
示

し
た

セ
ン

タ
ー

予
算

の
通

り
で

あ
る

。
事

務
職

員
の

配
置

も
適

切
で

あ

り
、

日
本

語
研

修
を

受
講

し
た

り
、

司
書

の
研

修
を

日
本

で
受

け
た

り
し

た
（
交

際
交

流
基

金
の

支

援
）
実

績
が

あ
る

。
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別
添
資
料

2
 
 
評
価
グ
リ
ッ
ド
 
 
(
案
件
名
：
 
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
日
本
研
究
セ
ン
タ
ー
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・
フ
ェ
ー
ズ

2
)
 

 

 実
施
プ
ロ
セ
ス

 

評
価

項

目
 

調
査

項
目

必
要

な
情

報
・
デ

ー
タ

 
情

報
源

 
調

査
結

果
 

実
施

 
プ

ロ
セ

ス
 

活
動

の
進

捗
状

況
 

・
活

動
は

計
画

通
り

に
行

わ
れ

た
か

（
研

究
グ

ル
ー

プ
の

編
成

、
研

究
活

動
計

画
作

成
、

若
手

研
究

員

育
成

計
画

の
作

成
、

外
部

へ
の

オ
ー

プ
ン

セ
ミ

ナ

ー
の

開
催

、
セ

ン
タ

ー
事

務
職

員
の

研
修

、
図

書

館
利

用
環

境
の

整
備

、
人

員
配

置
）

 
・
実

態
調

査
に

基
づ

く
実

証
的

研
究

方
法

が
技

術

移
転

さ
れ

た
か

ど
う

か
 

・
若

手
研

究
者

に
対

す
る

日
本

語
研

修
（
イ

ン
ド

ネ

シ
ア

国
内

）
が

実
施

さ
れ

た
か

ど
う

か
 

・
図

書
館

の
何

が
改

善
さ

れ
た

か
。

 
・
活

動
を

促
進

あ
る

い
は

阻
害

し
た

要
因

は
何

か
 

専
門

家
、

C
/P

 
ほ

ぼ
計

画
通

り
、

研
究

員
を

集
め

て
研

究
グ

ル
ー

プ
を

編
成

し
、

若
手

研
究

者
を

JI
C

A
長

期

研
修

や
他

の
留

学
制

度
を

利
用

し
て

日
本

の
大

学
院

に
留

学
さ

せ
、

各
種

の
セ

ミ
ナ

ー
等

を
開

催
し

、
事

務
職

員
の

研
修

も
実

施
し

て
き

て
い

る
。

 
研

究
活

動
で

は
、

実
際

に
製

造
業

者
を

訪
問

し
て

の
調

査
、

地
方

自
治

体
を

訪
問

し
て

の
調

査

等
、

フ
ィ

ー
ル

ド
調

査
を

含
め

た
実

証
的

研
究

方
法

が
取

り
入

れ
ら

れ
て

い
る

。
 

若
手

研
究

者
の

た
め

、
日

本
留

学
前

に
セ

ン
タ

ー
に

お
い

て
日

本
語

研
修

を
行

っ
て

い
る

。
日

本
人

の
日

本
語

教
育

専
門

の
人

に
来

て
も

ら
っ

て
講

習
を

行
っ

て
い

る
。

 
図

書
館

で
は

、
JO

C
V

司
書

隊
員

の
協

力
に

よ
り

、
日

本
語

図
書

の
分

類
と

カ
ー

ド
作

り
が

進

め
ら

れ
、

図
書

の
利

用
が

し
や

す
く

な
っ

た
。

 

 
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
の

実
施

状
況

 

・
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
の

仕
組

み
（
頻

度
、

方
法

）
 

・
詳

細
活

動
の

軌
道

修
正

の
有

無
（
内

容
）

 
・
外

部
条

件
の

変
化

へ
の

対
応

、
内

部
化

の
状

況

専
門

家
、

C
/P

 
 

今
回

の
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
は

、
期

間
が

3
年

間
と

い
う

こ
と

も
あ

っ
て

、
特

に
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
の

仕
組

み

は
作

ら
れ

て
い

な
い

が
、

特
に

、
活

動
内

容
の

変
更

等
が

な
か

っ
た

こ
と

か
ら

大
き

な
影

響
は

見
ら

れ
な

い
。

 
 

専
門

家
と

カ
ウ

ン
タ

ー

パ
ー

ト
と

の

関
係

性
 

・
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

の
状

況
 

・
共

同
作

業
に

よ
る

問
題

解
決

の
状

況
 

・
カ

ウ
ン

タ
ー

パ
ー

ト
の

変
化

（主
体

性
、

積
極

性
）

専
門

家
報

告

書
、

専
門

家
、

C
/P

 

カ
ウ

ン
タ

ー
パ

ー
ト

等
意

見
に

基
づ

く
と

、
専

門
家

と
カ

ウ
ン

タ
ー

パ
ー

ト
間

の
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

は
、

適
切

に
行

わ
れ

て
い

る
と

判
断

さ
れ

る
。

本
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
は

、
共

同
研

究
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
で

あ
り

、
専

門
家

と
カ

ウ
ン

タ
ー

パ
ー

ト
が

共
同

し
て

研
究

テ
ー

マ
に

取
り

組
ん

で
お

り
、

特
に

問
題

は
見

ら
れ

な
い

。
 

共
同

研
究

を
通

じ
て

、
研

究
に

取
り

組
む

カ
ウ

ン
タ

ー
パ

ー
ト
の

態
度

も
よ

り
主

体
的

・
積

極
的

に
な

っ
て

い
る

（
カ

ウ
ン

タ
ー

パ
ー

ト
の

意
見

及
び

専
門

家
の

話
に

基
づ

く
）
。

 
 

受
益

者
の

事
業

へ
の

係
わ

り
方

 

・
カ

ウ
ン

タ
ー

パ
ー

ト
の

事
業

の
理

解
度

 
（
本

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
の

目
的

や
意

義
に

対
す

る
理

解
。

研
究

活

動
へ

の
参

加
の

度
合

い
＝

ど
の

程
度

の
割

合
の

時

間
を

セ
ン

タ
ー

で
の

研
究

に
費

や
し

た
か

）
 

C
/P

、
専

門

家
 

カ
ウ

ン
タ

ー
パ

ー
ト

は
、

学
部

で
講

師
と

し
て

の
職

務
を

持
つ

も
の

も
含

ま
れ

、
ま

た
、

大
学

外

で
の

職
務

を
持

つ
も

の
も

い
る

。
フ

ル
タ

イ
ム

の
カ

ウ
ン

タ
ー

パ
ー

ト
で

は
な

く
、

１
週

間
当

た
り

あ
る

規
定

以
上

の
時

間
数

を
セ

ン
タ

ー
で

の
研

究
活

動
に

当
て

る
こ

と
が

条
件

で
、

本
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
に

参
加

し
て

い
る

（
サ

ブ
グ

ル
ー

プ
の

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

タ
の

場
合

、
週

2
時

間
以

上
、

研
究

補
助

員
の

場
合

週
8

時
間

以
上

）
。

 
な

お
、

カ
ウ

ン
タ

ー
パ

ー
ト
の

大
半

は
、

途
中

で
辞

め
る

こ
と

も
な

く
、

継
続

し
て

本
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト

に
参

加
し

て
い

る
。

（
カ

ウ
ン

タ
ー

パ
ー

ト
の

交
替

は
、

一
部

の
み

）
 

 
相

手
国

実

施
機

関
の

・
国

民
教

育
省

の
本

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
に

対
す

る
認

識

・
イ

ン
ド

ネ
シ

ア
大

学
関

係
者

の
本

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
に

国
民

教
育

省

の
関

係
者

 
・
国

民
教

育
省

の
高

等
教

育
局

局
長

の
本

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
に

対
す

る
認

識
：
 

本
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

重

要
性

を
認

識
し

、
ま

た
研

究
テ

ー
マ

も
イ

ン
ド

ネ
シ

ア
国

の
ニ

ー
ズ

に
沿

っ
た

も
の

で
あ

り
、

人
々
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2
)
 

 

オ
ー

ナ
ー

シ
ッ

プ
 

対
す

る
認

識
 

・
日

本
研

究
セ

ン
タ

ー
責

任
者

の
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
へ

の
参

加
の

度
合

い
 

・
予

算
の

手
当

 
・
カ

ウ
ン

タ
ー

パ
ー

ト
配

置
の

適
正

度
 

大
学

関
係

者

日
本

研
究

セ

ン
タ

ー
の

責

任
者

 
専

門
家

、
C

/P
 

の
役

に
立

つ
も

の
で

あ
る

と
認

識
し

て
い

る
。

今
後

、
直

接
的

あ
る

い
は

間
接

的
な

裨
益

が
発

現

す
る

こ
と

を
期

待
し

て
い

る
。

 
・
イ

ン
ド

ネ
シ

ア
大

学
副

学
長

の
本

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
に

対
す

る
認

識
：
 

本
セ

ン
タ

ー
は

、
他

の
地

域

研
究

、
例

え
ば

、
西

洋
研

究
等

の
研

究
所

に
比

べ
て

優
れ

て
い

る
し

、
若

い
人

材
が

い
る

。
大

学

の
独

立
法

人
化

に
伴

い
、

予
算

面
で

の
保

証
は

で
き

な
い

が
、

セ
ン

タ
ー

の
活

動
が

す
ば

ら
し

い

の
で

、
人

材
配

置
と

予
算

確
保

の
取

り
組

み
が

あ
る

と
考

え
る

。
 

・
日

本
研

究
セ

ン
タ

ー
の

所
長

で
あ

る
D

r.
 B

ac
ht

ia
r 

A
la

m
の

日
本

研
究

に
関

す
る

能
力

レ
ベ

ル
の

高
さ

や
セ

ン
タ

ー
運

営
能

力
の

高
さ

が
、

本
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

ス
ム

ー
ズ

な
進

捗
に

大
き

く
貢

献
し

て
い

る
。

 
・
予

算
の

手
当

や
カ

ウ
ン

タ
ー

パ
ー

ト
の

配
置

は
、

イ
ン

ド
ネ

シ
ア

国
政

府
の

予
算

面
で

の
厳

し
い

状
況

に
あ

っ
て

は
、

適
切

に
行

わ
れ

た
と

考
え

ら
れ

る
。

 
 5
項
目
評
価

 

評
価

項
目

 
調

査
項

目
 

必
要

な
情

報
・
デ

ー
タ

情
報

源
 

調
査

結
果

 

1.
 妥

当
性

 
 

 
 

 
1)

 上
位

目
標

は
イ

ン
ド

ネ
シ

ア
国

の
開

発
政

策
と

一
致

し
て

い

る
か

 
（
上

位
目

標
と

一
つ

は
：
 

セ
ン

タ

ー
が

研
究

に
基

づ
い

た
知

識

や
情

報
を

提
供

す
る

こ
と

に
よ

り
イ

ン
ド

ネ
シ

ア
社

会
に

貢
献

す
る

こ
と

）
 

国
家

開
発

計
画

 
関

連
政

策
・
戦

略
 

国
家

開
発

計
画

 
関

連
政

策
・
戦

略
 

イ
ン

ド
ネ

シ
ア

国
の

国
家

開
発

計
画

（
PR

O
PE

N
A

S）
に

は
、

5
つ

の
開

発
プ

ラ
イ

オ
リ

テ
ィ

ー
が

あ
り

、
そ

れ
は

民
主

的
な

政
治

シ
ス

テ
ム

、
グ

ッ
ド

ガ
バ

ナ
ン

ス
、

経
済

再
建

と
持

続
的

開
発

基
盤

、
国

民
福

祉
の

向
上

と
活

力
あ

る
文

化
の

創
出

、
地

方
開

発
の

推
進

で
あ

る
。

 
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

研
究

テ
ー

マ
は

、
(A

) 
産

業
発

展
と

社
会

基
盤

、
(B

)政
治

体
制

と

国
際

関
係

、
(C

) 
都

市
化

と
社

会
生

活
で

あ
る

。
こ

れ
ら

の
研

究
テ

ー
マ

は
、

上
述

の

国
家

開
発

計
画

の
優

先
分

野
と

の
整

合
性

が
高

い
。

 

2)
 ﾀ

ｰ
ｹ

ﾞｯ
ﾄｸ

ﾞﾙ
ｰ

ﾌ
ﾟの

選
定

は
適

正
か

（
イ

ン
ド

ネ
シ

ア
大

学
の

日
本

研
究

セ
ン

タ
ー

を
協

力

対
象

と
し

て
い

る
こ

と
の

妥
当

性
の

確
認

）
 

日
本

研
究

を
実

施
す

る

機
関

と
し

て
の

位
置

付

け
、

重
要

性
が

継
続

し
て

い
る

こ
と

を
確

認
す

る
。

 

国
民

教
育

省
、

イ
ン

ド
ネ

シ
ア

大
学

 
イ

ン
ド

ネ
シ

ア
国

内
で

、
日

本
研

究
を

高
い

レ
ベ

ル
で

組
織

的
に

行
っ

て
い

る
の

は
、

イ
ン

ド
ネ

シ
ア

大
学

内
に

あ
る

本
セ

ン
タ

ー
だ

け
と

い
っ

て
良

く
、

他
の

大
学

の
日

本
研

究
の

レ
ベ

ル
や

規
模

は
限

ら
れ

て
い

る
。

イ
ン

ド
ネ

シ
ア

国
に

お
い

て
、

日
本

研

究
を

リ
ー

ド
す

る
機

関
と

し
て

の
重

要
性

・
必

要
性

は
継

続
し

て
い

る
と

言
え

る
。

 

1-
1

イ
ン

ド
ネ

シ
ア

側
の

ニ
ー

ズ

と
の

整
合

性

は
あ

る
か

 

3)
 ﾌ

ﾟﾛ
ｼ

ﾞｪ
ｸ
ﾄ目

標
は

ﾀ
ｰ

ｹ
ﾞｯ

ﾄｸ
ﾞ

ﾙ
ｰ

ﾌ
の

ニ
ー

ズ
に

合
致

し
て

い
る

か
 

研
究

テ
ー

マ
や

研
究

成

果
が

、
国

民
教

育
省

や

イ
ン

ド
ネ

シ
ア

大
学

等
の

関
係

者
の

期
待

に
沿

っ

て
い

る
か

ど
う

か
 

国
民

教
育

省
、

イ
ン

ド
ネ

シ
ア

大
学

 
国

民
教

育
省

高
等

教
育

局
並

び
に

イ
ン

ド
ネ

シ
ア

大
学

副
学

長
の

双
方

か
ら

、
研

究
テ

ー
マ

や
研

究
成

果
に

対
す

る
評

価
が

高
い

こ
と

を
聞

き
取

り
、

ま
た

イ
ン

ド
ネ

シ

ア
の

人
々

へ
の

裨
益

が
行

わ
れ

る
こ

と
を

期
待

し
て

い
る

こ
と

が
述

べ
ら

れ
た

。
し

た
が

っ
て

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
目

標
で

あ
る

「
日

本
研

究
機

関
と

し
て

セ
ン

タ
ー

の
能

力
が

向
上

す
る

」
こ

と
は

、
関

係
者

の
期

待
に

沿
っ

て
お

り
、

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
目

標
は

、
ニ

ー
ズ

に
合

致
し

た
も

の
で

あ
る

と
判

断
で

き
る

。
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1-
2 日

本
の

援
助

と
し

て
の

妥
当

性
は

あ
る

か
 

1)
 日

本
の

援

助
政

策
・
国

別
事

業
実

施
計

画
と

の

整
合

性
は

あ
る

か
 

日
本

の
対

イ
ン

ド
ネ

シ

ア
援

助
政

策
・
方

針
 

O
D

A
白

書
、

JI
C

A
の

国
別

事
業

実
施

計

画
 

外
務

省
の

対
イ

ン
ド

ネ
シ

ア
国

の
国

別
援

助
方

針
で

は
、

援
助

の
重

点
分

野
と

し
て

次
の

事
項

が
あ

げ
ら

れ
て

い
る

。
 

①
公

平
性

の
確

保
（
貧

困
撲

滅
、

基
礎

生
活

分
野

に
対

す
る

支
援

、
人

口
・
家

族
計

画
及

び
エ

イ
ズ

対
策

）
、

②
人

造
り

教

育
分

野
（
初

等
・中

等
教

育
の

充
実

、
教

員
の

質
の

向
上

、
技

能
・
技

術
者

教
育

の
充

実
）
、

③
環

境
保

全
（
自

然
資

源
・
自

然
環

境
の

保
全

及
び

持
続

可
能

な
利

用
、

都
市

居
住

環
境

及
び

公
害

面
で

の
協

力
、

環
境

問
題

全
般

に
お

け
る

体
制

の

整
備

）
、

④
産

業
構

造
の

再
編

成
に

対
す

る
支

援
（
マ

ク
ロ

経
済

運
営

支
援

、
サ

ポ
ー

テ
ィ

ン
グ

・
イ

ン
ダ

ス
ト
リ

ー
の

振
興

、

農
業

振
興

）
、

⑤
産

業
基

盤
整

備
（
経

済
イ

ン
フ

ラ
と

し
て

、
電

力
、

水
資

源
開

発
、

運
輸

、
通

信
） 

 
こ

の
よ

う
に

援
助

の
重

点
分

野
の

一
つ

と
し

て
「
人

造
り

教
育

分
野

」が
あ

げ
ら

れ
て

い
る

。
そ

こ
で

は
、

「
イ

ン
ド

ネ
シ

ア
が

経
済

危
機

を
克

服
し

、
国

際
競

争
力

の
強

化
と

付
加

価
値

の
高

い
工

業
化

を
進

め
る

た
め

に
は

、
教

育
水

準
を

は
じ

め
広

範
な

分
野

で
の

人
造

り
が

重
要

」と
し

て
い

る
。

 
ま

た
、

日
本

研
究

セ
ン

タ
ー

で
の

研
究

は
、

中
小

企
業

と
経

済
発

展
、

企
業

の
経

営
比

較
な

ど
経

済
発

展
や

産
業

構
造

の

再
編

成
に

資
す

る
内

容
が

含
ま

れ
て

い
る

こ
と

か
ら

、
整

合
性

は
あ

る
と

判
断

さ
れ

る
。

 
 

（
JI

C
A

） 
JI

C
A

国
別

事
業

実
施

計
画

で
の

重
点

分
野

 
①
 

経
済

構
造

改
革

へ
の

支
援

（
経

済
政

策
支

援
、

財
政

金
融

の
健

全
化

、
中

小
企

業
振

興
等

）
 

②
 

グ
ッ

ド
ガ

バ
ナ

ン
ス

へ
の

支
援

（
司

法
改

革
支

援
、

警
察

改
革

支
援

、
地

方
分

権
化

へ
の

支
援

等
）

 
③
 

経
済

発
展

基
盤

の
強

化
（
経

済
ボ

ト
ル

ネ
ッ

ク
の

解
消

、
産

業
人

材
育

成
、

経
済

社
会

基
盤

整
備

の
適

正
化

等
）

 
④
 

社
会

開
発

と
貧

困
削

減
（
基

礎
教

育
、

保
健

医
療

、
地

方
社

会
基

盤
の

整
備

、
貧

困
削

減
、

食
料

の
安

定
供

給
等

）
 

⑤
 

環
境

保
全

（
生

物
多

様
性

保
全

、
環

境
教

育
、

居
住

環
境

の
改

善
）

 
「
日

本
研

究
セ

ン
タ

ー
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
」
は

、
JI

C
A

の
重

点
分

野
の

グ
ッ

ド
ガ

バ
ナ

ン
ス

へ
の

支
援

や
経

済
発

展
基

盤
の

強
化

お
よ

び
社

会
開

発
に

資
す

る
研

究
テ

ー
マ

が
含

ま
れ

て
い

る
こ

と
か

ら
、

整
合

性
が

高
い

と
言

え
る

。
 

 
ま

た
、

20
01

年
9

月
下

旬
の

小
泉

総
理

と
メ

ガ
ワ

テ
ィ

大
統

領
の

会
見

で
は

、
日

本
の

協
力

方
針

と
し

て
、

①
経

済
の

安

定
（
債

務
問

題
、

貧
困

削
減

等
）
、

②
各

種
改

革
の

推
進

（
行

政
、

法
制

、
財

政
・
金

融
、

産
業

構
造

等
）
、

③
経

済
の

ボ
ト
ル

ネ
ッ

ク
の

解
消

（
エ

ネ
ル

ギ
ー

問
題

等
）
な

ど
の

緊
急

ニ
ー

ズ
へ

の
対

応
の

3
点

を
重

点
と

し
た

い
旨

、
総

理
よ

り
メ

ガ
ワ

テ
ィ

大
統

領
に

説
明

し
、

同
意

が
得

ら
れ

て
い

る
。

 
本

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
の

研
究

テ
ー

マ
は

、
こ

れ
と

の
整

合
性

も
あ

る
。

 
 

以
上

全
体

と
し

て
、

本
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
は

我
が

国
の

援
助

政
策

と
の

整
合

性
が

高
い

と
判

断
す

る
。
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添
資
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2
 
 
評
価
グ
リ
ッ
ド
 
 
(
案
件
名
：
 
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
日
本
研
究
セ
ン
タ
ー
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・
フ
ェ
ー
ズ

2
)
 

 

2)
 公

平
性

の
観

点
か

ら
妥

当
で

あ
る

か
 

研
究

成
果

が
大

学
内

だ

け
で

な
く

、
外

部
の

ニ
ー

ズ
に

対
応

し
、

波
及

性
は

あ
る

か
（
研

究
成

果
の

利

用
者

の
範

囲
） 

資
料

レ
ビ

ュ
ー

 
専

門
家

・
C

/
P

 
研

究
成

果
は

、
出

版
物

、
公

開
セ

ミ
ナ

ー
、

公
開

シ
ン

ポ
ジ

ウ
ム

を
通

じ
て

、
イ

ン
ド

ネ

シ
ア

大
学

内
の

関
係

者
だ

け
で

な
く

、
他

大
学

の
日

本
研

究
研

究
関

連
機

関
、

中
央

政

府
機

関
職

員
、

地
方

政
府

職
員

、
民

間
企

業
関

係
者

に
伝

え
ら

れ
て

い
る

。
一

部
出

版

物
は

、
ジ

ャ
ワ

島
内

の
主

要
書

店
で

販
売

さ
れ

て
い

る
。

さ
ら

に
ま

た
、

研
究

活
動

の
過

程

に
お

い
て

も
、

企
業

関
係

者
や

中
央

政
府

及
び

地
方

政
府

関
係

者
（
研

究
活

動
協

力
者

等
）
に

意
見

交
換

や
情

報
提

供
、

セ
ミ

ナ
ー

実
施

を
通

じ
て

、
新

し
い

知
識

を
伝

え
て

い

る
。

よ
り

一
層

の
研

究
成

果
の

普
及

・
伝

達
が

今
後

の
課

題
の

一
つ

で
は

あ
る

も
の

の
、

現

時
点

に
お

い
て

は
、

外
部

へ
の

研
究

成
果

の
波

及
性

が
一

定
の

程
度

で
あ

り
、

公
平

性

の
観

点
か

ら
妥

当
で

あ
る

と
判

断
す

る
。

 
 

3)
 日

本
の

技
術

の
優

位
性

は
あ

る
か

（
日

本
対

象
技

術
の

ノ
ウ

ハ
ウ

が
蓄

積
さ

れ
て

い
る

か
）

日
本

の
技

術
は

、
日

本

研
究

セ
ン

タ
ー

の
ニ

ー
ズ

に
応

え
る

も
の

か
 

専
門

家
・
C

/
P

 
本

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
に

は
、

社
会

科
学

分
野

で
高

い
実

績
を

も
つ

、
東

京
大

学
社

会
科

学

研
究

所
と

東
洋

文
化

研
究

所
が

、
本

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
の

フ
ェ

ー
ズ

１
か

ら
継

続
的

に
協

力

し
、

技
術

移
転

を
図

っ
て

き
て

い
る

。
 

本
共

同
研

究
は

、
日

本
の

事
例

と
の

比
較

研
究

を

通
じ

て
成

果
を

出
す

こ
と

に
あ

り
、

こ
の

意
味

か
ら

、
日

本
の

技
術

を
用

い
る

こ
と

は
極

め
て

妥
当

で
あ

る
と

言
え

る
。

 
1)

 研
究

テ
ー

マ
の

設
定

は
妥

当

で
あ

っ
た

か
。

 
 

事
前

調
査

報
告

書
、

専
門

家
・

C
/
P

 

研
究

テ
ー

マ
は

、
既

に
述

べ
た

よ
う

に
、

イ
ン

ド
ネ

シ
ア

国
の

国
家

開
発

重
点

分
野

と

整
合

性
が

あ
り

、
イ

ン
ド

ネ
シ

ア
の

経
済

社
会

情
勢

の
変

化
に

対
応

す
る

に
あ

た
っ

て
参

考
と

な
る

テ
ー

マ
で

あ
り

、
妥

当
で

あ
る

と
言

え
る

。
（
以

下
研

究
テ

ー
マ

を
記

す
）

 
(A

1)
：
中

小
企

業
と

経
済

発
展

 
(A

2)
：
首

都
圏

の
製

造
工

業
 

(A
3)

：
工

芸
と

社
会

文
化

変
容

 
(B

1)
：
権

威
主

義
体

制
と

民
主

化
 

(B
2)

：
日

本
の

対
イ

ン
ド

ネ
シ

ア
O

D
A

 
(C

)：
郊

外
地

域
の

社
会

変
容

 
(D

)：
日

本
・
イ

ン
ド

ネ
シ

ア
社

会
用

語
辞

典
の

編
纂

 

1-
3 協

力
計

画
の

策
定

過
程

は

妥
当

で
あ

っ

た
か

。
 

2)
 プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
目

標
の

設
定

は

妥
当

で
あ

っ
た

か
。

 
 

事
前

調
査

報
告

書
、

専
門

家
・

C
/
P

 

フ
ェ

ー
ズ

1
で

は
、

日
本

研
究

セ
ン

タ
ー

と
し

て
の

基
礎

作
り

が
達

成
さ

れ
、

フ
ェ

ー
ズ

2
で

は
、

そ
の

基
礎

の
上

に
さ

ら
な

る
能

力
向

上
を

目
指

し
て

い
る

。
人

材
育

成
及

び
組

織

と
し

て
の

能
力

強
化

は
、

長
期

的
な

観
点

か
ら

判
断

す
る

必
要

が
あ

る
が

、
本

プ
ロ

ジ
ェ

ク

ト
で

は
段

階
的

な
発

展
段

階
を

考
慮

し
た

目
標

設
定

が
行

わ
れ

て
お

り
、

妥
当

性
が

高
い

と
判

断
す

る
。
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(
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件
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：
 
イ
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セ
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タ
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ジ
ェ
ク
ト
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フ
ェ
ー
ズ

2
)
 

 

評
価

項
目

 
調

査
項

目
 

必
要

な
情

報
・
デ

ー
タ

 
情

報
源

 
調

査
結

果
 

2.
 有

効
性

 
(1

)研
究

成
果

が
量

の
面

で
効

率
的

に
出

せ
、

ま
た

そ
の

質
も

水
準

を
維

持
し

て
い

け
る

段
階

に
達

し
た

か
ど

う
か

。
 

セ
ン

タ
ー

記
録

（
実

績
表

）、
専

門
家

・
C

/
P
 

現
時

点
で

は
、

数
点

の
研

究
成

果
が

出
版

物
と

な
り

、
近

々
出

版
予

定
の

も
の

が
2

点

あ
る

。
さ

ら
に

、
本

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
の

研
究

成
果

の
一

つ
と

な
る

、
社

会
科

学
用

語
辞

典
の

編
纂

作
業

が
完

成
に

向
け

て
作

業
が

進
め

ら
れ

て
い

る
。

あ
る

程
度

、
研

究
成

果
を

効
率

的
に

出
せ

る
よ

う
な

水
準

に
な

り
つ

つ
あ

る
と

判
断

で
き

る
。

 

 
(2

)外
部

か
ら

の
一

定
の

評
価

を
得

ら
れ

る
段

階
に

達
し

た
か

ど
う

か
。

 
 

教
育

省
高

等
教

育
局

並
び

に
イ

ン
ド

ネ
シ

ア
大

学
関

係
者

か
ら

は
、

本
セ

ン
タ

ー
の

研

究
に

対
し

高
い

評
価

が
与

え
ら

れ
て

い
る

こ
と

が
確

認
で

き
た

。
 

 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
目

標
は

計
画

通
り

達
成

さ
れ

た

か
（
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
目

標

「
日

本
研

究
機

関
と

し

て
セ

ン
タ

ー
の

能
力

が

向
上

す
る

。
」の

達
成

度
合

い
）

 
(3

)学
術

面
で

、
基

礎
的

な
研

究
の

方
法

及
び

新
分

野
の

研
究

方
法

と
と

も
に

自

立
的

に
実

施
で

き
る

段
階

に
達

し
た

か
ど

う
か

。
 

 
フ

ェ
ー

ズ
2

で
は

、
フ

ェ
ー

ズ
1

と
は

異
な

っ
た

テ
ー

マ
に

つ
い

て
も

研
究

が
進

め
ら

れ

て
い

る
。

今
後

も
新

分
野

の
研

究
に

挑
戦

す
る

意
向

を
イ

ン
ド

ネ
シ

ア
側

は
持

っ
て

い
る

。

共
同

研
究

を
通

じ
た

学
術

面
で

の
能

力
向

上
と

日
本

留
学

に
よ

る
研

究
能

力
向

上
が

本

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
で

大
い

に
進

め
ら

れ
て

お
り

、
こ

れ
ら

の
能

力
向

上
が

着
実

に
身

に
付

き
、

セ
ン

タ
ー

の
能

力
強

化
に

結
び

つ
く

よ
う

に
な

れ
ば

、
あ

る
程

度
自

立
的

に
研

究
が

進
め

ら
れ

る
段

階
に

近
づ

く
と

考
え

ら
れ

る
。

 

 
 

(4
)財

務
面

で
自

主
財

源
が

拡
大

し
た

段

階
で

あ
る

か
ど

う
か

。
 

 
セ

ン
タ

ー
は

、
施

設
の

利
用

料
金

収
入

の
拡

大
と

そ
の

他
の

収
入

獲
得

（
日

本
語

統

一
試

験
実

施
委

託
に

よ
る

収
入

を
得

ら
れ

る
よ

う
に

な
っ

た
）
に

努
力

し
て

お
り

、
こ

の
面

で

の
収

入
は

徐
々

に
増

加
し

て
い

る
。

今
後

更
に

。
施

設
利

用
料

金
収

入
の

増
加

と
そ

の

他
の

手
段

で
の

収
入

獲
得

に
向

け
て

努
力

し
て

い
く

方
針

を
有

し
て

い
る

。
た

だ
し

、
全

体
の

経
費

か
ら

見
る

と
、

JI
C

A
に

よ
る

支
援

（
全

収
入

の
約

半
分

を
占

め
る

）
や

政
府

予

算
（
全

収
入

の
約

10
～

15
%）

無
し

で
は

、
す

な
わ

ち
自

己
資

金
だ

け
で

は
ま

だ
、

運
営

は

不
可

能
で

あ
り

、
今

後
と

も
自

主
財

源
の

拡
大

が
必

要
と

さ
れ

る
。

但
し

、
実

質
的

な
成

果

が
見

ら
れ

る
の

は
、

学
位

取
得

後
の

活
動

に
よ

る
も

の
で

あ
り

、
留

学
者

が
帰

国
す

る
ま

で

に
は

一
定

の
時

間
を

要
す

。
 

 
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
目

標
の

達
成

は
「
成

果
」
に

よ
り

引
き

起
こ

さ
れ

た
効

果

か
 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
目

標
の

達
成

度
が

高
い

と

し
て

、
そ

れ
は

本
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
実

施
の

結

果
だ

と
言

え
る

か
。

 

専
門

家
・
C

/
P

 
本

セ
ン

タ
ー

の
研

究
活

動
や

成
果

の
ほ

と
ん

ど
は

、
基

本
的

に
本

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
の

活

動
に

よ
る

も
の

で
あ

り
（
一

部
、

フ
ェ

ー
ズ

1
の

成
果

を
含

む
が

）
、

研
究

成
果

は
本

プ
ロ

ジ

ェ
ク

ト
実

施
の

結
果

と
言

え
る

。
 

 
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
目

標
に

至
る

ま
で

の
外

部
条

件

の
影

響
は

あ
る

か
 

調
査

研
究

に
必

要
な

デ
ー

タ
が

適
切

に

利
用

可
能

な
状

況
か

ど
う

か
。

 
専

門
家

・
C

/
P

 
図

書
の

調
達

や
図

書
館

の
図

書
の

分
類

・
目

録
作

成
、

そ
し

て
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト
環

境

の
改

善
等

に
よ

り
、

調
査

研
究

に
必

要
な

デ
ー

タ
の

利
用

は
以

前
に

比
べ

て
容

易
に

な

っ
て

い
る

。
た

だ
し

、
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト
へ

の
ア

ク
セ

ス
ス

ピ
ー

ド
が

遅
い

と
い

う
課

題
と

日
本

に
関

し
て

記
述

さ
れ

た
英

文
の

図
書

の
数

量
が

ま
だ

十
分

で
な

い
と

い
う

課
題

が
解

決
さ

れ
れ

ば
、

よ
り

利
便

性
が

高
ま

る
も

の
と

考
え

ら
れ

る
。
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別
添
資
料

2
 
 
評
価
グ
リ
ッ
ド
 
 
(
案
件
名
：
 
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
日
本
研
究
セ
ン
タ
ー
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・
フ
ェ
ー
ズ

2
)
 

 

 
同

上
 

セ
ン

タ
ー

の
研

究
員

が
継

続
し

て
日

本

研
究

に
携

わ
っ

た
か

ど
う

か
。

 
専

門
家

・
C

/
P

 
一

部
の

カ
ウ

ン
タ

ー
パ

ー
ト
を

除
い

て
、

大
半

の
カ

ウ
ン

タ
ー

パ
ー

ト
は

継
続

し
て

研
究

活
動

に
従

事
し

て
い

る
。

（
各

サ
ブ

グ
ル

ー
プ

に
1

名
い

る
リ

ー
ダ

ー
、

計
7

名
の

内
、

交

替
し

た
の

は
1

名
。

）
 

 
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

有
効

性
に

影
響

を
与

え
た

貢

献
・
阻

害
要

因
は

何
か

 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
目

標
達

成
に

貢
献

し
た

要

因
 

専
門

家
・
C

/
P
、

そ
の

他
関

係
者

 
 

 
同

上
 

 
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
目

標
達

成
を

阻
害

し
た

要

因
 

専
門

家
・
C

/
P
、

そ
の

他
関

係
者

 
特

に
見

あ
た

ら
な

い
。

 

  評
価

項
目

 
調

査
項

目
 

必
要

な
情

報
・
デ

ー
タ

 
情

報
源

 
調

査
結

果
 

3.
 効

率
性

 
投

入
さ

れ
た

資
源

量
に

見

合
っ

た
成

果
が

達
成

さ
れ

て
い

る
か

 

 
実

績
表

、
専

門

家
、

C
/P

 
 

 
投

入
は

成
果

を
あ

げ
る

た

め
に

十
分

活
用

さ
れ

た

か
、

活
用

さ
れ

な
か

っ
た

も

の
は

な
い

か
 

 
専

門
家

、
C

/P
 

現
場

踏
査

 
活

用
さ

れ
な

か
っ

た
も

の
は

特
に

見
あ

た
ら

な
い

。
 

 
投

入
は

タ
イ

ミ
ン

グ
よ

く
実

施
さ

れ
た

か
 

 

 
実

績
表

、
専

門

家
、

C
/P

 
一

部
、

図
書

の
購

入
の

遅
れ

が
発

生
す

る
ケ

ー
ス

が
あ

っ
た

も
の

の
、

専
門

家
（
長

期
及

び
短

期
）
、

カ
ウ

ン
タ

ー
パ

ー
ト
研

修
（
短

期
及

び
長

期
）
、

機
材

の
投

入
、

資
金

投
入

等
、

全
体

と
し

て
適

切
に

タ
イ

ミ
ン

グ
良

く
実

施
さ

れ
た

。
 

 
投

入
の

規
模

や
質

は
適

切

か
、

成
果

は
最

小
費

用
で

実
現

さ
れ

た
か

 

 
実

績
表

、
専

門

家
、

C
/P

 
投

入
の

規
模

や
質

に
つ

い
て

も
適

切
で

あ
っ

た
。

 

 
活

動
か

ら
成

果
に

至
る

ま

で
の

外
部

条
件

の
影

響
は

あ
る

か
 

カ
ウ

ン
タ

ー
パ

ー
ト
の

定
着

度
 

実
績

表
、

専
門

家
、

C
/P

 
本

フ
ェ

ー
ズ

2
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
に

お
け

る
、

カ
ウ

ン
タ

ー
パ

ー
ト
の

交
替

は
ほ

ん
の

一
部

だ

け
で

あ
り

、
全

体
と

し
て

カ
ウ

ン
タ

ー
パ

ー
ト
の

定
着

度
は

高
い

。
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添
資
料

2
 
 
評
価
グ
リ
ッ
ド
 
 
(
案
件
名
：
 
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
日
本
研
究
セ
ン
タ
ー
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・
フ
ェ
ー
ズ

2
)
 

 

 
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

効
率

性
に

影
響

を
与

え
た

貢
献

・
阻

害
要

因
は

何
か

 

 
専

門
家

、
C

/P
 

日
本

人
専

門
家

（
大

学
の

諸
先

生
方

）
の

多
く

が
、

フ
ェ

ー
ズ

１
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
か

ら
、

長
期

専
門

家
あ

る
い

は
短

期
専

門
家

と
し

て
こ

の
共

同
研

究
に

協
力

し
て

い
る

こ
と

で
、

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
活

動
や

イ
ン

ド
ネ

シ
ア

側
の

事
情

に
精

通
し

て
い

る
こ

と
が

、
効

率
的

に
研

究
活

動
を

進

め
る

う
え

で
大

変
な

貢
献

を
し

て
い

る
と

判
断

さ
れ

る
。

 
セ

ン
タ

ー
所

長
の

良
リ

ー
ダ

ー
シ

ッ
プ

の
も

と
、

良
好

な
内

部
マ

ネ
ー

ジ
メ

ン
ト
が

行
わ

れ

た
こ

と
が

、
本

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
の

活
動

進
捗

を
ス

ム
ー

ズ
な

も
の

と
し

、
効

率
性

の
良

い
貢

献
を

果
た

し
た

。
 

さ
ら

に
、

国
際

交
流

基
金

か
ら

の
各

種
（
会

議
や

セ
ミ

ナ
ー

開
催

、
司

書
の

日
本

で
の

研

修
）
の

支
援

を
受

け
た

こ
と

は
、

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
の

効
率

性
を

高
め

、
セ

ン
タ

ー
の

能
力

強
化

に
つ

な
が

っ
て

い
る

と
言

え
る

。
 

 
フ

ェ
ー

ズ
1

の
評

価
結

果

は
フ

ェ
ー

ズ
2

に
生

か
さ

れ

た
か

 

・
イ

ン
ド

ネ
シ

ア
に

と
っ

て
意

義
深

い

学
際

的
な

研
究

課
題

で
あ

る
か

ど
う

か
（
具

体
的

に
は

、
イ

ン
ド

ネ
シ

ア
国

の
近

年
の

社
会

変
革

と
イ

ン
ド

ネ
シ

ア
国

と
日

本
と

の
関

係
の

動
向

を
考

慮
し

た
研

究
課

題
で

あ
る

こ
と

）
。

 
・
研

究
体

制
作

り
に

お
い

て
、

学
部

の

出
先

機
関

と
な

る
よ

う
な

こ
と

は
避

け

さ
れ

た
か

ど
う

か
。

 
・
中

長
期

の
人

材
育

成
計

画
の

作
成

の
有

無
。

 
・
自

立
的

な
機

関
を

目
指

し
、

財
務

面
、

経
営

面
で

の
改

善
が

図
さ

れ
た

か
ど

う
か

。
 

・
セ

ン
タ

ー
施

設
を

JI
C

A
事

業
で

積

極
的

に
使

用
す

る
こ

と
、

JI
C

A
イ

ン
ド

ネ
シ

ア
事

務
所

と
の

協
力

関
係

を
促

進
す

る
こ

と
が

行
わ

れ
た

か
ど

う
か

。

・
日

本
研

究
機

関
と

の
ネ

ッ
ト
ワ

ー
ク

が
形

成
さ

れ
た

か
ど

う
か

。
 

専
門

家
、

C
/P

 
カ

ウ
ン

タ
ー

パ
ー

ト
は

、
社

会
政

治
学

部
と

文
学

部
の

出
身

者
で

あ
り

、
学

際
的

な
研

究

体
制

で
あ

る
と

い
え

る
。

イ
ン

ド
ネ

シ
ア

国
の

近
年

の
社

会
変

革
を

踏
ま

え
て

、
国

家
開

発
の

優
先

を
次

の
5

項
目

に
置

い
て

い
る

。
「
民

主
的

な
政

治
シ

ス
テ

ム
の

構
築

お
よ

び
国

家
統

一
・
団

結
の

維
持

」
、

「
法

に
よ

る
統

治
及

び
グ

ッ
ド

ガ
バ

ナ
ン

ス
の

確
立

」
、

「
経

済
再

建
の

促
進

お
よ

び
国

民
経

済
シ

ス
テ

ム
に

基
づ

く
持

続
的

で
公

正
な

開
発

基
盤

の
強

化
」
、

「
国

民
福

祉
の

向
上

、
宗

教
生

活
の

質
的

改
善

、
活

力
あ

る
文

化
の

創
出

」
、

「
地

方
開

発
の

促

進
」
で

あ
る

。
 

一
方

、
本

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
の

研
究

サ
ブ

テ
ー

マ
は

下
記

の
7

種
類

で
あ

り
、

近

年
の

社
会

変
革

に
対

応
し

か
つ

、
イ

ン
ド

ネ
シ

ア
と

日
本

の
と

の
関

係
動

向
を

考
慮

し
た

研

究
課

題
に

な
っ

て
い

る
。

 
①

中
小

企
業

と
経

済
発

展
研

究
、

②
首

都
圏

の
製

造
工

業
研

究
、

③
工

芸
と

社
会

文
化

変

容
研

究
、

④
権

威
主

義
体

制
と

民
主

化
研

究
、

⑤
日

本
の

対
イ

ン
ド

ネ
シ

ア
O

D
A

研
究

、

⑥
郊

外
地

域
の

社
会

変
容

研
究

、
⑦

日
本

・
イ

ン
ド

ネ
シ

ア
社

会
用

語
辞

典
の

編
纂

 
 

財
務

面
に

つ
い

て
は

、
既

に
述

べ
た

よ
う

に
、

セ
ン

タ
ー

施
設

の
利

用
料

金
収

入
の

増

加
や

他
の

収
入

源
獲

得
に

努
め

、
徐

々
に

自
己

財
源

が
増

加
し

て
い

る
。

 
イ

ン
ド

ネ
シ

ア
国

内
や

東
南

ア
ジ

ア
地

域
の

日
本

研
究

機
関

と
の

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

は
、

セ
ミ

ナ
ー

や
会

議
の

開
催

や
出

席
を

通
じ

て
図

ら
れ

て
い

る
も

の
の

、
セ

ン
タ

ー
所

長
の

個
人

的

能
力

に
負

う
部

分
も

多
く

、
セ

ン
タ

ー
組

織
と

し
て

さ
ら

に
、

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

の
確

立
強

化
を

図

る
必

要
が

あ
る

と
考

え
ら

れ
る

。
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2
)
 

 

評
価

項
目

 
調

査
項

目
 

必
要

な
情

報
・
デ

ー
タ

 
情

報
源

 
調

査
結

果
 

4.
 イ

ン
パ

ク
ト

 
 

 
 

 
1)

 上
位

目
標

の
達

成
度

は

期
待

さ
れ

た
も

の
で

あ

っ
た

か
 

 
専

門
家

、
C

/P
 

上
位

目
標

自
体

は
、

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
終

了
後

、
数

年
経

過
し

た
段

階
で

達

成
さ

れ
る

こ
と

を
目

指
す

も
の

で
あ

る
の

で
、

現
時

点
で

選
定

し
た

目
標

が

す
べ

て
達

成
さ

れ
て

い
る

必
要

は
な

い
。

た
だ

し
、

委
託

研
究

を
受

注
す

る

可
能

性
が

出
て

き
て

い
る

こ
と

、
徐

々
に

研
究

成
果

が
出

版
物

と
し

て
出

さ

れ
て

い
る

こ
と

、
ｾ

ﾐﾅ
ｰ

等
へ

の
外

部
参

加
者

数
が

相
当

あ
る

こ
と

か
ら

期
待

し
た

よ
う

な
形

で
上

位
目

標
達

成
に

向
け

て
進

捗
し

て
い

る
と

判
断

さ
れ

る
。

 

4-
1 上

位
目

標
の

達
成

度
あ

る

い
は

、
そ

の

見
込

み
 

2)
 上

位
目

標
の

達
成

は

「
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
目

標
」
に

よ
っ

て
引

き
起

こ
さ

れ
た

も
の

か
 

 
専

門
家

、
C

/P
 

セ
ン

タ
ー

の
活

動
と

そ
の

成
果

は
、

そ
の

大
半

が
本

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
に

よ
る

も
の

で
あ

る
。

 

 
3)

 上
位

目
標

に
至

る
ま

で

の
外

部
条

件
の

影
響

は

あ
る

か
 

・
イ

ン
ド

ネ
シ

ア
に

お
い

て
日

本
研

究
に

対
す

る
関

心
が

持
続

し
て

い
る

か
ど

う
か

。
 

・
国

民
教

育
省

が
継

続
し

て
セ

ン
タ

ー
を

支

援
し

て
い

る
か

ど
う

か
。

 
・
セ

ン
タ

ー
の

研
究

員
が

継
続

し
て

日
本

研

究
に

携
わ

っ
て

い
る

か
ど

う
か

。
 

国
民

教
育

省
関

係
者

、
イ

ン
ド

ネ

シ
ア

大
学

関
係

者
、

専
門

家
、

C
/P

 

独
立

法
人

化
に

と
も

な
い

、
20

05
年

以
降

、
国

民
教

育
省

が
予

算
面

で

の
支

援
を

継
続

す
る

か
ど

う
か

、
そ

の
予

算
シ

ス
テ

ム
が

確
定

し
て

い
な

い

た
め

、
現

時
点

で
は

わ
か

ら
な

い
。

 
セ

ン
タ

ー
の

研
究

員
が

継
続

し
て

日
本

研
究

に
携

わ
る

か
ど

う
か

に
つ

い
て

も
、

研
究

員
に

は
そ

の
意

志
を

有
す

る
も

の
の

、
政

府
予

算
が

セ
ン

タ

ー
に

支
出

さ
れ

る
か

ど
う

か
等

の
資

金
面

に
左

右
さ

れ
る

（
人

件
費

や
研

究

費
が

確
保

さ
れ

る
か

ど
う

か
）
。

 
4-

2  
本

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
の

他
の

機

関
へ

の
貢

献

度
は

ど
れ

ほ

ど
で

あ
っ

た
か

1)
 プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

実
施

に

よ
り

、
ど

の
よ

う
な

影
響

（
プ

ラ
ス

の
影

響
あ

る
い

は
マ

イ
ナ

ス
の

影
響

）
を

他
の

機
関

に
与

え
た

か
。

 

・
イ

ン
ド

ネ
シ

ア
大

学
の

関
連

部
局

：
 

大
学

院
日

本
研

究
科

、
セ

ン
タ

ー
研

究
委

員
が

所
属

す
る

諸
学

部
（
特

に
、

社
会

政
治

学

部
、

文
学

部
、

経
済

学
部

。
）

 
・
他

の
大

学
の

日
本

研
究

セ
ン

タ
ー

（
ガ

ジ
ャ

マ
ダ

大
学

、
ス

ラ
バ

ヤ
大

学
、

ウ
ダ

ヤ
ナ

大

学
）

 
・
他

の
大

学
の

各
種

社
会

科
学

研
究

機
関

及

び
シ

ン
ク

タ
ン

ク
 

・
日

本
研

究
関

連
の

学
会

・
団

体
等

 
・
日

本
側

関
係

機
関

：
 

国
際

交
流

基
金

事

務
所

、
ジ

ャ
カ

ル
タ

ジ
ャ

パ
ン

ク
ラ

ブ
、

JE
TR

O
事

務
所

、
京

都
大

学
東

南
ア

ジ
ア

セ
ン

タ
ー

ジ
ャ

カ
ル

タ
事

務
所

 

左
記

関
連

機

関
、

専
門

家
、

C
/P

 

社
会

政
治

学
部

や
文

学
部

か
ら

は
、

学
部

で
の

講
師

を
務

め
て

い
る

研

究
者

が
、

研
究

サ
ブ

グ
ル

ー
プ

の
リ

ー
ダ

ー
と

し
て

参
加

し
て

お
り

、
良

好
な

関
係

を
有

し
て

い
る

。
大

学
院

日
本

研
究

課
と

は
、

以
前

か
ら

不
協

和
が

伝

え
ら

れ
て

い
る

が
、

こ
の

状
況

は
変

わ
っ

て
い

な
い

。
 

イ
ン

ド
ネ

シ
ア

国
内

の
日

本
研

究
機

関
や

大
学

内
の

研
究

機
関

、
図

書

館
や

日
本

大
使

館
、

JI
C

A
事

務
所

を
は

じ
め

と
す

る
日

本
側

関
連

機
関

へ

は
、

セ
ン

タ
ー

の
研

究
成

果
で

あ
る

機
関

誌
や

出
版

物
が

配
布

さ
れ

て
い

る
。
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4-
3

本
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

経
済

社

会
開

発
へ

の

貢
献

度
は

ど

れ
だ

け
あ

っ

た
か

 

1)
 本

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
の

活
動

や
研

究
成

果
が

何
ら

か

の
形

で
、

イ
ン

ド
ネ

シ
ア

の
社

会
経

済
的

な
レ

ベ

ル
ア

ッ
プ

に
貢

献
し

た

事
例

が
あ

る
か

 

 
関
連
機
関
、
専
門

家
、
C
/
P
 

(
1
)
 
研
究
活
動
を
通
じ
て
良
い
イ
ン
パ
ク
ト
を
与
え
た
以
下
の
よ
う

な
事
例
が
あ

る
。

 

研
究
活
動
に

協
力

し
て

い
る

、
中

央
政

府
、

地
方

政
府

、
民

間
企

業
等

の
関
係
者
は

、
セ

ミ
ナ

ー
、

討
論

、
情

報
収

集
の

機
会

を
通

じ
て

、
そ

れ
ら
関
係
者

に
と

っ
て

有
用

な
知

識
が

伝
え

ら
れ

て
い

る
。

（
一

例
と

し
て
は
、
製

造
業

の
マ

ネ
ー

ジ
メ

ン
ト

、
地

方
自

治
、

軍
隊

の
シ

ビ
リ

ア
ン
コ
ン
ト

ロ
ー

ル
関

連
等

）
 

(
2
)
 
今
後
発
現
す
る
見
込
み
の
イ
ン
パ
ク
ト
 

社
会
科
学
用
語
辞
典
（
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
語
-
日
本
語
-
英
語
）
が
出
版
さ

れ
れ
ば
、
大

き
な

イ
ン

パ
ク

ト
が

生
じ

る
で

あ
ろ

う
と

予
測

さ
れ

て
い

る
。
こ
れ
ま

で
、

経
済

政
治

科
学

等
の

用
語

を
含

む
こ

の
よ

う
な

種
類

の
辞
典
が
イ

ン
ド

ネ
シ

ア
国

で
出

版
さ

れ
た

例
が

な
く

、
イ

ン
ド

ネ
シ

ア
人
の
み
な

ら
ず

、
イ

ン
ド

ネ
シ

ア
で

働
く

日
本

人
に

も
た

い
へ

ん
有

用
と
な
る
こ

と
が

期
待

さ
れ

て
い

る
。

 

4-
4 プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト

の
そ

の
他

の

貢
献

度
/マ

イ

ナ
ス

の
作

用

は
ど

れ
ほ

ど

あ
っ

た
か

 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
の

実
施

に
よ

り
そ

の
他

の
イ

ン
パ

ク
ト
（
プ

ラ
ス

あ
る

い
は

マ
イ

ナ
ス

の
）は

生
じ

た
か

。
 

 
関
連
機
関
、
専
門

家
、
C
/
P
 

カ
ウ
ン

タ
ー

パ
ー

ト
が

研
究

成
果

を
学

部
で

の
教

育
材

料
と

し
て

活

用
し
て
い
る

事
例

が
あ

る
。

 

  

評
価

項
目

 
調

査
項

目
 

必
要

な
情

報
・
デ

ー
タ

 
情

報
源

 
調

査
結

果
 

5.
 自

立
発

展
性

 
 

 
 

5-
1 財

務
的

自
立

発
展

性
は

あ

る
か

。
 

運
営

経
費

は

確
保

さ
れ

て
い

る
か

 

・ 
予

算
の

確
保

、
財

政
支

援
の

継

続
性

（
国

民
教

育
省

及
び

イ
ン

ド

ネ
シ

ア
大

学
）

 
・ 

委
託

研
究

費
獲

得
の

状
況

と
展

望
 

・ 
外

部
関

係
機

関
か

ら
の

資
金

的

支
援

は
あ

る
か

 
・ 

自
主

財
源

が
拡

大
し

た
段

階
で

あ
る

と
い

え
る

か
ど

う
か

（
大

学
か

国
民

教
育

省
、

イ
ン

ド
ネ

シ
ア

大
学

、
日

本
研

究
セ

ン
タ

ー
関

係
者

、
専

門

家
、

C
/P

 

国
民

教
育

省
の

担
当

者
の

話
で

は
、

大
学

の
独

立
法

人
化

に
と

も
な

っ
て

、
必

ず
し

も
国

家
予

算
の

配
分

が
す

べ
て

ス
ト
ッ

プ
す

る
わ

け
で

は
な

い
し

、
国

民
教

育
省

は
大

学
に

つ
い

て
、

そ
の

責

任
を

放
棄

す
る

も
の

で
は

な
い

と
の

こ
と

。
た

だ
し

今
後

は
、

大
学

の
学

長
が

予
算

配
分

の
権

限
を

持
つ

よ
う

に
な

る
。

ま
だ

、
予

算
シ

ス
テ

ム
が

ど
の

よ
う

に
変

わ
る

の
か

確
定

し
て

い
な

い
。

 
ま

た
、

大

学
教

員
の

公
務

員
と

し
て

の
身

分
の

変
更

は
、

現
在

制
度

が
変

わ
る

過
渡

期
に

あ
り

、
制

度
が

確

立
す

る
ま

で
も

う
少

し
年

月
が

か
か

る
で

あ
ろ

う
。

年
金

シ
ス

テ
ム

の
改

革
等

も
合

わ
せ

て
行

う
必

要

が
あ

る
こ

と
か

ら
。

 
イ

ン
ド

ネ
シ

ア
大

学
副

学
長

の
話

で
は

、
独

立
法

人
化

の
た

め
、

セ
ン

タ
ー

に
対

す
る

予
算

支
出

を
保

証
す

る
こ

と
は

で
き

な
い

が
、

セ
ン

タ
ー

の
活

動
が

す
ば

ら
し

い
（
他

の
地

域
研

究
、

例
え

ば
、
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ら
の

予
算

配
分

と
自

主
財

源
の

規

模
・
割

合
）
。

 
・ 

独
立

法
人

化
に

対
し

、
ど

の
よ

う

な
対

策
を

講
じ

て
い

る
か

。
 

西
洋

研
究

等
に

比
べ

て
優

れ
、

若
い

人
材

も
い

る
）
の

で
予

算
確

保
と

人
材

配
置

の
可

能
性

が
あ

る
と

の
こ

と
で

あ
っ

た
。

 
委

託
研

究
に

つ
い

て
は

、
国

会
か

ら
調

査
の

予
備

的
打

診
が

あ
っ

た
。

今
後

、
受

託
で

き
る

の
で

は
な

い
か

と
判

断
さ

れ
る

。
そ

う
な

れ
ば

、
委

託
研

究
費

と
し

て
自

己
財

源
の

拡
大

に
つ

な
が

る
。

 
 

セ
ン

タ
ー

予
算

の
う

ち
、

イ
ン

ド
ネ

シ
ア

側
が

用
意

し
た

部
分

で
は

、
約

30
%

が
国

家
予

算
で

あ

り
、

残
り

70
%

は
、

セ
ン

タ
ー

施
設

利
用

料
等

に
よ

る
収

入
で

あ
る

。
こ

の
セ

ン
タ

ー
施

設
利

用
料

等

収
入

は
徐

々
に

増
加

し
て

お
り

、
ま

た
、

統
一

日
本

語
試

験
の

実
施

委
託

を
受

け
る

こ
と

で
収

入
源

の
幅

を
広

げ
て

き
て

い
る

。
さ

ら
に

、
今

後
、

民
間

セ
ク

タ
ー

の
従

業
員

を
対

象
と

し
た

マ
ネ

ー
ジ

メ
ン

ト
に

関
す

る
研

修
プ

ロ
グ

ラ
ム

を
実

施
し

て
収

入
を

得
る

よ
う

な
方

策
を

検
討

し
て

い
る

。
 

な
お

、
20

05
年

か
ら

は
、

予
算

を
10

0%
自

前
で

調
達

し
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
事

態
と

な
る

。
現

在
、

予
算

支
出

の
中

で
大

き
い

も
の

は
、

人
件

費
で

あ
り

、
約

60
%

を
占

め
る

。
 

5-
2

組
織

的
自

立

発
展

性
は

あ

る
か

。
 

政
策

支
援

の

継
続

（
見

込

み
）

 

開
発

計
画

に
お

け
る

高
等

教
育

政

策
・
人

材
育

成
政

策
の

位
置

付
け

 
国

家
開

発
計

画
 

 

 
日

本
研

究
セ

ン

タ
ー

に
対

す
る

政
府

の
支

援

あ
る

い
は

イ
ン

ド
ネ

シ
ア

大
学

の
支

援
の

継

続
 

・  
国

民
教

育
省

に
お

け
る

日
本

研

究
セ

ン
タ

ー
の

位
置

付
け

と
支

援

の
継

続
見

込
み

 
・  

イ
ン

ド
ネ

シ
ア

大
学

に
お

け
る

日

本
研

究
セ

ン
タ

ー
の

位
置

付
け

 

国
民

教
育

省
、

イ
ン

ド
ネ

シ
ア

大
学

 

国
民

教
育

省
高

等
教

育
局

長
の

話
で

は
、

イ
ン

ド
ネ

シ
ア

国
に

と
っ

て
重

要
な

活
動

内
容

で
あ

れ
ば

、
支

援
が

可
能

で
あ

ろ
う

、
す

な
わ

ち
パ

フ
ォ

ー
マ

ン
ス

が
良

け
れ

ば
支

援
の

可
能

性
が

あ
る

と
の

こ
と

で
あ

っ
た

。
国

民
教

育
省

の
２

つ
の

基
本

的
方

針
に

つ
い

て
説

明
が

あ
っ

た
。

 
①

公
的

関
心

を
保

護
す

る
こ

と
、

す
な

わ
ち

、
貧

し
い

学
生

に
対

す
る

補
助

金
を

支
出

す
る

こ
と

。
 

②
世

界
的

レ
ベ

ル
の

パ
フ

ォ
ー

マ
ン

ス
を

あ
げ

る
ポ

テ
ン

シ
ャ

ル
を

持
つ

、
す

ば
ら

し
い

挑
戦

・
研

究

を
支

援
す

る
こ

と
。

 
な

お
、

日
本

研
究

セ
ン

タ
ー

の
研

究
テ

ー
マ

に
つ

い
て

は
重

要
な

も
の

で
あ

る
と

認
識

し
て

お

り
、

今
後

人
々

の
役

に
立

つ
も

の
と

思
っ

て
い

る
と

の
コ

メ
ン

ト
も

あ
っ

た
。

セ
ン

タ
ー

の
研

究
成

果

が
、

人
々

に
対

す
る

直
接

的
・
間

接
的

裨
益

と
な

る
こ

と
が

求
め

ら
れ

て
い

る
。

 
 

日
本

研
究

セ
ン

タ
ー

の
組

織
能

力
 

・ 
人

材
配

置
の

適
正

度
（
プ

ロ
ジ

ェ

ク
ト
活

動
を

継
続

す
る

た
め

に
十

分
な

ス
タ

ッ
フ

を
有

す
る

か
）

 
・ 

カ
ウ

ン
タ

ー
パ

ー
ト
の

定
着

度
 

・ 
セ

ン
タ

ー
の

そ
の

他
の

職
員

の
定

着
度

 

日
本

研
究

セ
ン

タ
ー

関
係

者
、

専
門

家
、

C
/P

カ
ウ

ン
タ

ー
パ

ー
ト
の

人
数

は
、

適
切

な
人

数
が

確
保

さ
れ

て
い

る
し

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
期

間
中

の

定
着

度
は

高
い

。
カ

ウ
ン

タ
ー

パ
ー

ト
の

交
替

は
、

ほ
ん

の
一

部
で

あ
っ

た
。

ま
た

、
セ

ン
タ

ー
の

そ

の
他

の
職

員
に

つ
い

て
も

、
人

数
的

に
は

十
分

で
あ

り
、

定
着

度
も

高
い

。
 

 
イ

ン
ド

ネ
シ

ア

大
学

内
の

連

携
状

況
 

大
学

院
日

本
研

究
科

、
社

会
政

治

学
部

、
文

学
部

、
経

済
学

部
と

の
連

携
が

良
好

か
ど

う
か

 

イ
ン

ド
ネ

シ
ア

大
学

関
係

者
、

セ
ン

タ
ー

関
係

者
、

専
門

家
、

C
/P

 

社
会

政
治

学
部

や
文

学
部

と
は

良
好

な
連

携
が

図
ら

れ
て

い
る

が
、

大
学

院
日

本
研

究
科

と

は
、

フ
ェ

ー
ズ

2
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
開

始
以

前
と

同
様

に
、

良
好

な
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

や
連

携
が

取
れ

て
い

る
と

は
言

え
な

い
。
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2
 
 
評
価
グ
リ
ッ
ド
 
 
(
案
件
名
：
 
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
日
本
研
究
セ
ン
タ
ー
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・
フ
ェ
ー
ズ

2
)
 

 

 
そ

の
他

 
 

セ
ン

タ
ー

関
係

者
、

専
門

家
、

C
/P
 

セ
ン
タ
ー
は
、
交
流
基
金
の

各
種

の
支

援
を

受
け

て
い

る
。
日
本

研
究

に
関

す
る

国
際

会
議

の
開
催
（
2
0
0
1
年
）
、
図
書
の
寄
贈
、
セ
ン
タ
ー
の
司
書
の
日
本
で
の
研
修
、
等
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
支
援
は
、
セ
ン
タ

ー
の

組
織

的
自

立
発

展
性

を
高

め
る

上
で

貢
献

し
て

い
る

。
 

5-
3

技
術

的
自

立

発
展

性
は

あ

る
か

。
 

技
術

の
定

着

度
 

C
/P

の
学

術
的

な
能

力
は

、
「
基

礎
的

な
研

究
の

方
法

及
び

新
分

野
の

研

究
の

方
法

を
身

に
つ

け
、

自
立

的
に

研
究

が
実

施
で

き
る

能
力

レ
ベ

ル
」

に
達

し
た

か
ど

う
か

。
 

専
門

家
、

C
/P

カ
ウ

ン
タ

ー
パ

ー
ト
は

、
本

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
を

通
じ

て
研

究
能

力
を

高
め

て
い

る
。

ま
た

こ
の

ほ
か

、

JI
C

A
長

期
研

修
制

度
を

利
用

し
て

日
本

の
大

学
院

に
留

学
し

て
い

る
研

究
者

（
現

在
3

名
、

20
04

年
3

月
か

ら
さ

ら
に

3
名

が
留

学
予

定
）
や

他
の

留
学

生
を

利
用

し
た

3
名

の
研

究
者

が
、

学
術

的

能
力

を
高

め
て

い
る

段
階

で
あ

る
。

留
学

中
の

研
究

者
の

中
に

は
、

博
士

課
程

へ
の

進
学

を
希

望

す
る

も
の

も
お

り
、

修
士

号
及

び
博

士
号

の
資

格
を

も
つ

能
力

の
高

い
研

究
者

の
人

数
が

着
実

に

増
加

し
て

い
る

段
階

に
あ

る
。

 
但

し
、

こ
れ

は
留

学
生

を
輩

出
し

始
め

た
状

況
で

あ
り

、
学

位
取

得

後
に

本
セ

ン
タ

ー
で

中
心

と
な

っ
て

研
究

活
動

を
リ

ー
ド

す
る

ま
で

に
は

一
定

の
時

間
が

か
か

る
。

 
ま

た
、

財
政

的
自

立
発

展
性

と
密

接
に

関
係

す
る

が
、

こ
の

よ
う

な
能

力
レ

ベ
ル

の
向

上
し

た
研

究
者

を
継

続
し

て
、

セ
ン

タ
ー

で
の

日
本

研
究

活
動

に
従

事
し

て
い

け
る

状
況

を
築

け
る

か
ど

う
か

に
も

左
右

さ
れ

る
。

 
 

移
転

さ
れ

た
技

術
は

適
切

に

使
用

さ
れ

て
い

る
か

 

・ 
学

部
で

の
教

育
に

研
究

成
果

が

活
用

さ
れ

て
い

る
か

ど
う

か
 

専
門

家
、

C
/P

活
用

さ
れ

て
い

る
事

例
が

あ
る

。
カ

ウ
ン

タ
ー

パ
ー

ト
の

中
に

は
、

学
部

の
講

師
と

し
て

教
育

に
携

わ
っ

て
い

る
も

の
も

お
り

、
「
郊

外
地

域
の

変
容

：
東

京
と

ジ
ャ

カ
ル

タ
郊

外
の

ニ
ュ

ー
タ

ウ
ン

社
会

の

研
究

」
と

題
す

る
研

究
成

果
（
フ

ェ
ー

ズ
1

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
の

研
究

成
果

で
、

20
02

年
に

出
版

物
化

さ

れ
て

い
る

）
を

、
都

市
社

会
学

講
座

の
一

つ
の

重
要

な
読

本
と

し
て

利
用

し
た

例
が

あ
る

。
 

 
資

機
材

の
維

持
管

理
 

・ 
施

設
・
機

材
は

適
切

に
管

理
さ

れ

て
い

る
か

。
 

・ 
コ

ン
ピ

ュ
ー

タ
等

の
機

材
は

適
切

に
更

新
さ

れ
て

い
る

。
 

・ 
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト
環

境
は

、
改

善
さ

れ
た

か
。

 

専
門

家
、

C
/P

、
現

地
踏

査
 

機
材

は
、

リ
ス

ト
化

さ
れ

、
定

期
的

な
チ

ェ
ッ

ク
が

行
わ

れ
て

い
る

。
適

切
な

管
理

が
行

わ
れ

て
い

る
と

判
断

す
る

。
 

コ
ン

ピ
ュ

ー
タ

等
の

機
材

も
適

切
に

更
新

さ
れ

て
い

る
。

各
研

究
サ

ブ
グ

ル
ー

プ
に

1
台

の
コ

ン

ピ
ュ

ー
タ

が
割

り
当

て
ら

れ
て

い
る

。
 

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
環

境
は

、
JI

C
A

予
算

を
使

用
し

て
、

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
へ

の
接

続
、

セ
ン

タ
ー

内
の

LA
N

シ
ス

テ
ム

の
構

築
が

20
02

年
に

実
施

さ
れ

、
以

前
に

比
べ

れ
ば

利
用

環
境

は
改

善
し

て
い

る
。

コ
ン

ピ
ュ

ー
タ

室
に

は
、

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
に

接
続

で
き

る
コ

ン
ピ

ュ
ー

タ
が

5
台

設
置

さ
れ

て
い

る
。

 
た

だ
し

、
イ

ン
ド

ネ
シ

ア
大

学
と

外
部

と
を

つ
な

ぐ
電

話
回

線
の

容
量

が
小

さ
い

た
め

、
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト
へ

の
ア

ク
セ

ス
ス

ピ
ー

ド
が

遅
い

こ
と

が
、

大
き

な
課

題
と

し
て

残
っ

て
い

る
（
セ

ン
タ

ー
だ

け

で
は

解
決

で
き

な
い

。
）
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト
を

利
用

し
た

情
報

・
デ

ー
タ

の
収

集
や

セ
ン

タ
ー

の
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
上

で
の

研
究

成
果

の
公

開
は

、
研

究
活

動
を

効
率

的
に

進
め

る
う

え
で

、
さ

ら
に

研
究

成
果

を
幅

広
い

人
々

に
普

及
・
伝

達
す

る
う

え
で

、
極

め
て

有
効

な
手

段
で

あ
る

こ
と

か
ら

、
大

学
当

局
側

の
さ

ら
な

る
努

力
が

必
要

と
思

わ
れ

る
。

 
5-

6 そ
の

他
 

自
立

発
展

性

に
影

響
を

与
え

た
貢

献
・
阻

害

要
因

は
何

か
 

 
日

本
研

究
セ

ン

タ
ー

関
係

者
、

専
門

家
、

C
/P
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ud
y 

gr
ou

ps
 a

cc
or

di
ng

 to
 th

e s
tu

dy
 

th
em

es
. 

1-
2.

  
M

ak
e 

pl
an

s f
or

 re
se

ar
ch

 a
ct

iv
ity

 (i
nc

lu
di

ng
 

m
et

ho
do

lo
gy

 o
f r

es
ea

rc
h 

an
d 

gu
id

an
ce

). 
2-

1.
  

M
ak

e 
pl

an
s f

or
 tr

ai
ni

ng
 y

ou
ng

 re
se

ar
ch

er
s. 

2-
2.

  
G

iv
e g

ui
da

nc
e a

nd
 in

st
ru

ct
io

ns
 a

cc
or

di
ng

 to
 

th
e 

pl
an

s a
bo

ve
. 

3.
  

Co
nd

uc
t s

em
in

ar
s o

pe
n 

to
 th

e 
pu

bl
ic.

 
4.

  
Pr

ov
id

e 
tr

ai
ni

ng
 to

 th
e 

re
se

ar
ch

 
ad

m
in

is
tr

at
io

n 
st

af
f. 

5.
  

Im
pr

ov
e 

co
nd

iti
on

s i
n 

th
e 

lib
ra

ry
. 

In
pu

ts
 

(J
ap

an
es

e 
si

de
) 

• 
D

is
pa

tc
h 

of
 J

ap
an

es
e e

xp
er

ts
: L

on
g-

te
rm

/ S
ho

rt
-te

rm
 (2

-3
 e

xp
er

ts
 to

 ea
ch

 su
b-

gr
ou

p)
 

• 
Pr

ov
is

io
n 

of
 e

qu
ip

m
en

t: 
co

m
pu

te
rs

, c
op

y 
m

ac
hi

ne
, b

oo
ks

 
• 

Ac
ce

pt
an

ce
 o

f C
/P

 sh
or

t-t
er

m
 tr

ai
ni

ng
 (2

-3
 p

er
so

ns
/y

ea
r) 

• 
Ac

ce
pt

an
ce

 o
f C

/P
 fo

r g
ra

du
at

e 
st

ud
y 

(2
 o

r m
or

e 
pe

rs
on

s)
 

(In
do

ne
si

an
 si

de
) 

• 
Pr

ov
is

io
n 

of
 o

ffi
ce

 a
nd

 fa
cil

iti
es

 
• 

As
si

gn
m

en
t o

f C
ou

nt
er

pa
rt

s 
• 

Ad
di

tio
na

l e
qu

ip
m

en
t e

xp
en

se
s 

• 
M

is
ce

lla
ne

ou
s e

xp
en

se
s 

• 
As

si
gn

m
en

t a
nd

 tr
ai

ni
ng

 o
f r

es
ea

rc
h 

ad
m

in
is

tr
at

io
n 

st
af

f 

Pr
e-

Co
nd

iti
on

 
Co

un
te

rp
ar

ts
 a

re
 p

ro
vi

de
d 

th
ro

ug
ho

ut
 th

e 
pr

oj
ec

t. 

(P
SJ

: C
en

te
r f

or
 J

ap
an

es
e 

St
ud

ie
s)
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別
添
資
料

3 
(2
) 

当
初
の

PD
M(
和
文
) 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
名

: 
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
研
究
協
力
 
「
日
本
研
究
セ
ン
タ
ー
・
フ
ェ
ー
ズ

2」
 

実
施
期
間

: 2
00

1
年

1
月

10
日
～

20
04

年
1
月

9
日

 
対
象
地
域
：
 
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
国
ジ
ャ
カ
ル
タ

 
タ
ー
ゲ
ッ
ト
グ
ル
ー
プ
：
 
日
本
研
究
セ
ン
タ
ー
の
研
究
員
・
職
員

 
作
成
者
：
 
日
本
研
究
セ
ン
タ
ー
・
フ
ェ
ー
ズ

2
事
前
調
査
団

 
作
成
日
：
 

20
00

年
8
月

 
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
要
約

 
N

ar
ra

tiv
e 

Su
m

m
ar

y 
指
標

 
O

bj
ec

tiv
el

y 
Ve

rif
ia

bl
e 

In
di

ca
to

rs
 

入
手
手
段

 
M

ea
ns

 o
f V

er
ifi

ca
tio

n 
外
部
条
件

 
Im

po
rt

an
t A

ss
um

pt
io

ns
 

上
位
目
標

O
ve

ra
ll 

G
oa

l 
1.

  
セ
ン
タ
ー
が
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
お
け
る
日
本
研
究
機
関
と

し
て
確
立
さ
れ
る
。

 
2.

  
セ
ン
タ
ー
が
研
究
に
基
づ
い
た
知
識
や
情
報
を
提
供
す
る

こ
と
に
よ
り
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
社
会
に
貢
献
す
る
。

  
 

 1-
1.

  
雑
誌
、
学
術
誌
等
で
引
用
さ
れ
る
セ
ン
タ
ー
の
研
究
論
文
数

 
1-

2.
  

外
部
か
ら
の
委
託
調
査
件
数

 
1-

3.
  

博
士
号
保
持
者
数

 
1-

4 
セ
ン
タ
ー
の
刊
行
物
数

 
1-

5.
  

セ
ン
タ
ー
主
催
の
セ
ミ
ナ
ー
／
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
へ
の
外
部
か
ら
の

参
加
者
数

 
1-

6.
  

他
国
の
日
本
研
究
機
関
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
強
化

 
2.

  
新
聞
で
引
用
さ
れ
る
セ
ン
タ
ー
の
研
究
論
文
数

 

 1-
1.

  
特
定
の
学
術
誌
等
で
の
セ
ン
タ
ー
の
引
用

回
数

 
1-

2.
  

セ
ン
タ
ー
の
記
録

 
1-

3.
  

セ
ン
タ
ー
の
記
録

 
1-

4.
  

セ
ン
タ
ー
の
記
録

 
1-

5.
  

セ
ミ
ナ
ー
参
加
者
リ
ス
ト

 
1-

6.
  

共
同
イ
ベ
ン
ト
開
催
数

 
2.

  
特
定
の
新
聞
で
の
セ
ン
タ
ー
引
用
回
数

 

 • 
外
交
上
、
日
イ
関
係
に
大
き
な
変
化
が
生
じ
な

い
。

 
• 

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
人
の
対
日
観
に
変
化
が
生
じ
な

い
。

 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
目
標

Pr
oj

ec
t P

ur
po

se
 

日
本
研
究
機
関
と
し
て
セ
ン
タ
ー
の
能
力
が
向
上
す
る
。

 
1-

1.
  

各
研
究
員
に
よ
る
最
低
１
本
以
上
の
質
の
高
い
研
究
論
文
、
評
論
、
章

の
学
術
誌
へ
の
発
表
回
数

 
1-

2.
  

セ
ン
タ
ー
内
で
の
研
究
論
文
の
登
録
シ
ス
テ
ム
の
確
立

 
2.

  
日
本
研
究
分
野
で
の
修
士
号
保
持
者
数

 
3.

  
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
お
け
る
日
本
研
究
機
関
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
活

発
化

 
4.

  
セ
ン
タ
ー
の
財
政

 

1-
1.

  
セ
ン
タ
ー
の
記
録

 
1-

2.
  

セ
ン
タ
ー
の
記
録

 
2.

  
セ
ン
タ
ー
の
記
録

 
3.

  
共
同
セ
ミ
ナ
ー
／
共
同
研
究
会
の
開
催
、

定
期
的
学
会
の
開
催
、
学
会
誌
の
共
同
執

筆
等

 
4.

  
セ
ン
タ
ー
の
財
務
台
帳

 

• 
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
お
い
て
日
本
研
究
に
対
す
る

関
心
が
持
続
す
る
。

 
• 

国
民
教
育
省
が
継
続
し
て
セ
ン
タ
ー
を
支
援
す

る
。

 
• 

セ
ン
タ
ー
の
研
究
員
が
継
続
し
て
日
本
研
究
に

携
わ
る
。

 

成
果

O
ut

pu
ts

 
5.

 
セ
ン
タ
ー
で
の
研
究
の
質
が
高
ま
る
。

 
6.

 
研
究
者
の
研
究
能
力
が
向
上
す
る
。

 
7.

 
セ
ン
タ
ー
か
ら
外
部
に
対
し
て
知
的
支
援
が
行
わ
れ
る
。

 
8.

 
セ
ン
タ
ー
の
運
営
管
理
能
力
が
強
化
さ
れ
る
。

 
5.

  
図
書
館
が
十
分
活
用
さ
れ
る
。

 

1-
1.

  
各
研
究
グ
ル
ー
プ
（
サ
ブ
グ
ル
ー
プ
）
に
よ
っ
て

3
年
間
で
最
低

2
回

の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
及
び

2
回
の
オ
ー
プ
ン
セ
ミ
ナ
ー
が
開
か
れ
る
。

 
1-

2.
  

各
研
究
グ
ル
ー
プ
に
よ
っ
て
各
テ
ー
マ
に
関
す
る
研
究
成
果
が

1
冊

以
上
刊
行
さ
れ
る
。

 
2.

  
20

03
年
ま
で
に
セ
ン
タ
ー
の

4人
以
上
が
日
本
へ
大
学
院
留
学
す
る
。 

3.
  

3
研
究
分
野
の
オ
ー
プ
ン
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
各
々
行
わ
れ
る
。

 
4-

1.
  

上
記

(1
-1

)の
参
加
者
数

 
4-

2.
  

研
究
レ
ポ
ー
ト
の
配
布

 
5.

  
図
書
館
の
来
館
者
数

 

1-
1.

  
セ
ン
タ
ー
の
記
録

 
1-

2.
  

セ
ン
タ
ー
の
記
録

 
2.

  
セ
ン
タ
ー
の
記
録

 
3.

  
セ
ン
タ
ー
の
記
録

 
4-

1.
  

セ
ン
タ
ー
の
記
録

 
4-

2.
  

セ
ン
タ
ー
の
記
録

 
5.

  
図
書
館
の
来
館
者
名
簿

 

• 
調
査
研
究
に
必
要
な
デ
ー
タ
が
適
切
に
利
用
可

能
に
な
る
。

 
• 

セ
ン
タ
ー
の
研
究
員
が
継
続
し
て
日
本
研
究
に

携
わ
る
。

 

• 
協
力
期
間
中
、

C/
P
の
移
動
が
な
い
。

 
• 

C/
P
研
修
が
毎
年
行
わ
れ
る
。

 
• 

長
期
研
修
員
が

3
年
間
で
博
士
号
を
取
得
で
き

る
。

 
• 

研
究
メ
ン
バ
ー
、
事
務
所
員
の
働
き
が
モ
ニ
タ

ー
さ
れ
る
。

 

活
動

Ac
tiv

iti
es

 
1-

1.
  

研
究
課
題
別
に
研
究
グ
ル
ー
プ
を
編
成
す
る
。

 
1-

2.
  

研
究
活
動
の
計
画
を
た
て
る
（
調
査
法
、
指
導
法
等
）

 
2-

1.
  

若
手
研
究
員
育
成
の
計
画
を
た
て
る
。

 
2-

2.
  

上
記
で
た
て
ら
れ
た
研
究
計
画
に
沿
っ
て
研
究
指
導
、

助
言
が
行
わ
れ
る
。

 
3.

  
外
部
へ
の
オ
ー
プ
ン
セ
ミ
ナ
ー
を
開
く
。

 
4.

  
セ
ン
タ
ー
の
事
務
職
員
の
研
修
を
行
う
。

 
5.

  
図
書
館
の
利
用
環
境
を
整
備
す
る
。

 

投
入

In
pu

ts
（
日
本
側
）

 
長
期
専
門
家
 

3
名

x 
12

M
M

 
短
期
専
門
家
 
各
サ
ブ
グ
ル
ー
プ
に

2-
3
名

 
C/

P
研
修
（
短
期
）
 

2-
3
名
／
年

 
長
期
研
修
員
受
入
 

2
名
以
上

 
（

JO
CV

司
書
隊
員
 

1
名

x 
24

M
M
）

 
機
材
：
 
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
、
コ
ピ
ー
機
、
書
籍
等

 

 （
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
側
）

 
事
務
室
、
設
備
の
提
供

 
C/

P
の
配
置

 
機
材
等
に
係
る
経
費

 
ロ
ー
カ
ル
コ
ス
ト

 
事
務
職
員
の
配
置
及
び
訓
練

 
前
提
条
件

Pr
e-

Co
nd

iti
on

s 
協
力
期
間
中
、

C/
P
が
確
保
さ
れ
る
。
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別
添
資
料

3 
(3
) 
 評

価
用

PD
M（

英
文
）
  

Pr
oj

ec
t N

am
e:

 T
he

 J
oi

nt
 S

tu
dy

 P
ro

je
ct

 o
n 

th
e 

Ce
nt

er
 fo

r J
ap

an
es

e 
St

ud
ie

s o
f t

he
 U

ni
ve

rs
ity

 o
f I

nd
on

es
ia

, P
ha

se
 II

 
Co

op
er

at
io

n 
te

rm
: J

an
ua

ry
 1

5,
 2

00
1 

to
 J

an
ua

ry
 1

4,
 2

00
4 

N
ar

ra
tiv

e 
Su

m
m

ar
y 

O
bj

ec
tiv

el
y 

Ve
rif

ia
bl

e 
In

di
ca

to
rs

 
M

ea
ns

 o
f V

er
ifi

ca
tio

n 
Im

po
rt

an
t A

ss
um

pt
io

ns
 

O
ve

ra
ll 

G
oa

l 
1.

  
Th

e 
Ce

nt
er

 fo
r J

ap
an

es
e 

St
ud

ie
s o

f t
he

 
U

ni
ve

rs
ity

 o
f I

nd
on

es
ia

 (P
SJ

), 
as

 a
 ce

nt
er

 of
 

Ja
pa

ne
se

 S
tu

dy
 in

 In
do

ne
si

a,
 is

 es
ta

bl
is

he
d.

 
2.

  
Th

e 
ce

nt
er

 co
nt

rib
ut

es
 to

 In
do

ne
sia

n 
so

cie
ty

 b
y 

pr
ov

id
in

g 
in

fo
rm

at
io

n 
an

d 
kn

ow
le

dg
e 

ba
se

d 
on

 
th

e 
st

ud
y. 

 
 

 1-
1.

  
N

um
be

r o
f r

ef
er

en
ce

s t
o 

th
e 

w
or

k 
of

 th
e 

ce
nt

er
 in

 jo
ur

na
ls

 
1-

2.
  

N
um

be
r o

f s
tu

di
es

 a
ss

ig
ne

d 
fro

m
 ou

ts
id

e 
1-

3.
  

N
um

be
r o

f P
h.

D
. h

ol
de

rs
 

1-
4 

N
um

be
r o

f p
ub

lic
at

io
n 

of
 th

e 
Ce

nt
er

 
1-

5.
  

N
um

be
r o

f o
ut

si
de

 p
ar

tic
ip

an
ts

 in
 se

m
in

ar
s/ 

w
or

ks
ho

ps
 o

f 
th

e 
Ce

nt
er

 
1-

6.
  

St
re

ng
th

en
ed

 co
m

m
un

ica
tio

n 
w

ith
 J

ap
an

es
e 

St
ud

y 
ce

nt
er

 of
 o

th
er

 co
un

tr
ie

s 
2.

  
N

um
be

r o
f r

ef
er

en
ce

s t
o 

th
e 

w
or

k 
of

 ce
nt

er
 in

 n
ew

sp
ap

er
s 

 1-
1.

  
N

um
be

r o
f r

ef
er

en
ce

s o
n 

PS
J 

in
 

se
le

ct
ed

 jo
ur

na
ls 

1-
2.

  
Re

co
rd

s o
f t

he
 C

en
te

r 
1-

3.
  

Re
co

rd
s o

f t
he

 C
en

te
r 

1-
4.

  
Re

co
rd

s o
f t

he
 C

en
te

r 
1-

5.
  

Li
st

 of
 p

ar
tic

ip
an

ts
 in

 th
e s

em
in

ar
s

1-
6.

  
N

um
be

r o
f e

ve
nt

s 
2.

  
N

um
be

r o
f r

ef
er

en
ce

 o
n 

PS
J 

in
 

se
le

ct
ed

 n
ew

sp
ap

er
s 

 • 
N

o 
m

aj
or

 se
t b

ac
k 

ar
is

es
 in

 
di

pl
om

at
ic 

re
la

tio
ns

 b
et

w
ee

n 
Ja

pa
n 

an
d 

In
do

ne
sia

 a
nd

 in
 th

e 
ge

ne
ra

l 
se

nt
im

en
t o

f I
nd

on
es

ia
ns

 to
w

ar
d 

Ja
pa

n 

Pr
oj

ec
t P

ur
po

se
 

Th
e 

Ce
nt

er
’s 

ca
pa

cit
y 

as
 a

n 
in

st
itu

tio
n 

of
 J

ap
an

es
e 

St
ud

ie
s i

s d
ev

el
op

ed
. 

1-
1.

  
M

or
e t

ha
n 

on
e 

w
el

l-p
re

pa
re

d 
es

sa
y, 

w
or

ki
ng

 p
ap

er
, b

oo
k 

ch
ap

te
r o

r a
rt

icl
e w

rit
te

n 
by

 e
ac

h 
m

em
be

r 
1-

2.
  

W
or

ki
ng

 p
ap

er
 sy

st
em

 e
st

ab
lis

he
d 

2.
  

N
um

be
r o

f a
ffi

lia
te

d 
re

se
ar

ch
er

s w
ho

 h
av

e 
a 

m
as

te
r’s

 
de

gr
ee

 in
 J

ap
an

es
e 

st
ud

ie
s 

3.
  

Ac
tiv

at
ed

 n
et

w
or

k 
of

 J
ap

an
es

e s
tu

di
es

 in
 In

do
ne

si
a 

4.
  

Fi
na

nc
ia

l b
as

e o
f t

he
 C

en
te

r 

1-
1.

  
Re

co
rd

s o
f t

he
 C

en
te

r 
1-

2.
  

Re
co

rd
s o

f t
he

 C
en

te
r 

2.
  

Re
co

rd
s o

f t
he

 C
en

te
r 

3.
  

N
um

be
r o

f j
oi

nt
 se

m
in

ar
s a

nd
 jo

in
t 

st
ud

y 
m

ee
tin

g/
 jo

in
t p

ub
lic

at
io

n 
4.

  
Ac

co
un

t b
oo

ks
 o

f t
he

 C
en

te
r 

• 
An

 in
te

re
st

 in
 th

e 
Ja

pa
ne

se
 S

tu
dy

 
ha

s b
ee

n 
m

ai
nt

ai
ne

d 
in

 In
do

ne
si

a.
 

• 
M

in
ist

ry
 o

f N
at

io
na

l E
du

ca
tio

n 
w

ill
 

co
nt

in
ue

 to
 su

pp
or

t P
SJ

. 
• 

M
em

be
rs

 of
 th

e C
en

te
r w

ill
 

co
nt

in
ue

 to
 st

ud
y 

in
 th

e 
Ce

nt
er

. 

O
ut

pu
ts

 
9.

 
Th

e 
qu

al
ity

 o
f r

es
ea

rc
h 

co
nd

uc
te

d 
at

 th
e 

Ce
nt

er
 is

 im
pr

ov
ed

. 
10

. 
Re

se
ar

ch
 a

ct
iv

iti
es

 of
 in

di
vi

du
al

 re
se

ar
ch

er
s 

ar
e 

pr
om

ot
ed

. 
11

. 
In

te
lle

ct
ua

l s
er

vi
ce

 is
 p

ro
vi

de
d 

to
 th

e 
pu

bl
ic.

 
12

. 
Re

se
ar

ch
 a

dm
in

is
tr

at
io

n 
of

 th
e 

Ce
nt

er
 is

 
st

re
ng

th
en

ed
. 

5.
  

Th
e 

Ce
nt

er
’s 

lib
ra

ry
 re

so
ur

ce
 is

 fu
lly

 u
til

iz
ed

. 

1-
1.

  
At

 le
as

t 2
 in

te
rn

al
 w

or
ks

ho
ps

 a
nd

 2
 o

pe
n 

se
m

in
ar

s b
y 

ea
ch

 su
b-

gr
ou

p 
ov

er
 3

 y
ea

rs
 

1-
2.

  
M

or
e t

ha
n 

on
e 

re
se

ar
ch

 o
ut

pu
t p

ub
lis

he
d 

by
 e

ac
h 

su
b-

gr
ou

p.
 

2.
  

Fo
ur

 (4
) o

r m
or

e r
es

ea
rc

he
rs

 se
nt

 to
 J

ap
an

 fo
r g

ra
du

at
e 

st
ud

y. 
3.

  
O

pe
n 

sy
m

po
si

um
s i

n 
th

re
e 

m
ai

n 
st

ud
y 

ar
ea

s c
on

du
ct

ed
. 

4-
1.

  
N

um
be

r o
f p

ar
tic

ip
an

ts
 in

 (1
-1

) 
4-

2.
  

D
is

tr
ib

ut
io

n 
of

 re
se

ar
ch

 re
po

rt
s 

5.
  

N
um

be
r o

f l
ib

ra
ry

 v
is

ito
rs

 

1-
1.

  
Re

co
rd

s o
f t

he
 C

en
te

r 
1-

2.
  

Re
co

rd
s o

f t
he

 C
en

te
r 

2.
  

Re
co

rd
s o

f t
he

 C
en

te
r 

3.
  

Re
co

rd
s o

f t
he

 C
en

te
r 

4-
1.

  
Re

co
rd

s o
f t

he
 C

en
te

r 
4-

2.
  

Re
co

rd
s o

f t
he

 C
en

te
r 

5.
  

Vi
si

to
r’s

 li
st

 o
f t

he
 li

br
ar

y 

• 
In

fo
rm

at
io

n 
an

d 
da

ta
 re

qu
ire

d 
fo

r 
re

se
ar

ch
 w

ill
 b

ec
om

e 
av

ai
la

bl
e 

fo
r u

se
. 

• 
M

em
be

rs
 of

 th
e C

en
te

r w
ill

 
co

nt
in

ue
 to

 st
ud

y 
in

 th
e 

Ce
nt

er
. 

• 
M

em
be

r w
ill

 st
ay

 in
 th

e 
Ce

nt
er

 
du

rin
g 

th
e 

pr
oj

ec
t. 

• 
C/

P 
st

af
f w

ho
 st

ud
y 

in
 J

ap
an

 ca
n 

ge
t M

A 
in

 3
 y

ea
rs

. 
• 

Th
e 

w
or

k 
of

 th
e m

em
be

rs
 a

nd
 th

e 
of

fic
e 

st
af

f w
ill

 b
e m

on
ito

re
d.

 

Ac
tiv

iti
es

 
1-

1.
  

O
rg

an
iz

e 
st

ud
y 

gr
ou

ps
 a

cc
or

di
ng

 to
 th

e s
tu

dy
 

th
em

es
. 

1-
2.

  
M

ak
e 

pl
an

s f
or

 re
se

ar
ch

 a
ct

iv
ity

 (i
nc

lu
di

ng
 

m
et

ho
do

lo
gy

 o
f r

es
ea

rc
h 

an
d 

gu
id

an
ce

). 
2-

1.
  

M
ak

e 
pl

an
s f

or
 tr

ai
ni

ng
 y

ou
ng

 re
se

ar
ch

er
s. 

2-
2.

  
G

iv
e g

ui
da

nc
e a

nd
 in

st
ru

ct
io

ns
 a

cc
or

di
ng

 to
 

th
e 

pl
an

s a
bo

ve
. 

3.
  

Co
nd

uc
t s

em
in

ar
s o

pe
n 

to
 th

e 
pu

bl
ic.

 
4.

  
Pr

ov
id

e 
tr

ai
ni

ng
 to

 th
e 

re
se

ar
ch

 
ad

m
in

is
tr

at
io

n 
st

af
f. 

5.
  

Im
pr

ov
e 

co
nd

iti
on

s i
n 

th
e 

lib
ra

ry
. 

In
pu

ts
 

(J
ap

an
es

e 
si

de
) 

• 
D

is
pa

tc
h 

of
 J

ap
an

es
e e

xp
er

ts
: L

on
g-

te
rm

/ S
ho

rt
-te

rm
 (2

-3
 e

xp
er

ts
 to

 ea
ch

 su
b-

gr
ou

p)
 

• 
Pr

ov
is

io
n 

of
 e

qu
ip

m
en

t: 
co

m
pu

te
rs

, c
op

y 
m

ac
hi

ne
, b

oo
ks

 
• 

Ac
ce

pt
an

ce
 o

f C
/P

 sh
or

t-t
er

m
 tr

ai
ni

ng
 (2

-3
 p

er
so

ns
/y

ea
r) 

• 
Ac

ce
pt

an
ce

 o
f C

/P
 fo

r g
ra

du
at

e 
st

ud
y 

(2
 o

r m
or

e 
pe

rs
on

s)
 

(In
do

ne
si

an
 si

de
) 

• 
Pr

ov
is

io
n 

of
 o

ffi
ce

 a
nd

 fa
cil

iti
es

 
• 

As
si

gn
m

en
t o

f C
ou

nt
er

pa
rt

s 
• 

Ad
di

tio
na

l e
qu

ip
m

en
t e

xp
en

se
s 

• 
M

is
ce

lla
ne

ou
s e

xp
en

se
s 

• 
As

si
gn

m
en

t a
nd

 tr
ai

ni
ng

 o
f r

es
ea

rc
h 

ad
m

in
is

tr
at

io
n 

st
af

f 

Pr
e-

Co
nd

iti
on

 
 

(P
SJ

: T
he

 C
en

te
r f

or
 J

ap
an

es
e S

tu
di

es
 o

f t
he

 U
ni

ve
rs

ity
 o

f I
nd

on
es

ia
) 
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別
添
資
料

3 
(4
) 
 評

価
用

PD
M 
(P
DM

E)
（
和
文
）
 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
名

: 
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
研
究
協
力
 
「
日
本
研
究
セ
ン
タ
ー
・
フ
ェ
ー
ズ

2」
 

実
施
期
間

: 2
00

1
年

1
月

15
日
～

20
04

年
1
月

14
日

 
対
象
地
域
：
 
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
国
ジ
ャ
カ
ル
タ

 
タ
ー
ゲ
ッ
ト
グ
ル
ー
プ
：
 
日
本
研
究
セ
ン
タ
ー
の
研
究
員
・
職
員

 
作
成
者
：
 
日
本
研
究
セ
ン
タ
ー
・
フ
ェ
ー
ズ

2
終
了
時
評
価
調
査
団

 
作
成
日
：
 

20
03

年
7
月

 
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
要
約

 
N

ar
ra

tiv
e 

Su
m

m
ar

y 
指
標

 
O

bj
ec

tiv
el

y 
Ve

rif
ia

bl
e 

In
di

ca
to

rs
 

入
手
手
段

 
M

ea
ns

 o
f V

er
ifi

ca
tio

n 
外
部
条
件

 
Im

po
rt

an
t A

ss
um

pt
io

ns
 

上
位
目
標

O
ve

ra
ll 

G
oa

l 
1.

  
セ
ン
タ
ー
が
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
お
け
る
日
本
研
究
機
関
と

し
て
確
立
さ
れ
る
。

 
2.

  
セ
ン
タ
ー
が
研
究
に
基
づ
い
た
知
識
や
情
報
を
提
供
す
る

こ
と
に
よ
り
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
社
会
に
貢
献
す
る
。

  
 

 1-
1.

  
雑
誌
、
学
術
誌
等
で
引
用
さ
れ
る
セ
ン
タ
ー
の
研
究
論
文
数

 
1-

2.
  

外
部
か
ら
の
委
託
調
査
件
数

 
1-

3.
  

博
士
号
保
持
者
数

 
1-

4 
セ
ン
タ
ー
の
刊
行
物
数

 
1-

5.
  

セ
ン
タ
ー
主
催
の
セ
ミ
ナ
ー
／
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
へ
の
外
部
か
ら
の

参
加
者
数

 
1-

6.
  

他
国
の
日
本
研
究
機
関
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
強
化

 
2.

  
新
聞
で
引
用
さ
れ
る
セ
ン
タ
ー
の
研
究
論
文
数

 

 1-
1.

  
特
定
の
学
術
誌
等
で
の
セ
ン
タ
ー
の
引
用

回
数

 
1-

2.
  

セ
ン
タ
ー
の
記
録

 
1-

3.
  

セ
ン
タ
ー
の
記
録

 
1-

4.
  

セ
ン
タ
ー
の
記
録

 
1-

5.
  

セ
ミ
ナ
ー
参
加
者
リ
ス
ト

 
1-

6.
  

共
同
イ
ベ
ン
ト
開
催
数

 
2.

  
特
定
の
新
聞
で
の
セ
ン
タ
ー
引
用
回
数

 

 • 
外
交
上
、
日
イ
関
係
に
大
き
な
変
化
が
生
じ
な

い
。

 
• 

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
人
の
対
日
観
に
変
化
が
生
じ
な

い
。

 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
目
標

Pr
oj

ec
t P

ur
po

se
 

日
本
研
究
機
関
と
し
て
セ
ン
タ
ー
の
能
力
が
向
上
す
る
。

 
1-

1.
  

各
研
究
員
に
よ
る
最
低
１
本
以
上
の
質
の
高
い
研
究
論
文
、
評
論
、
章

の
学
術
誌
へ
の
発
表
回
数

 
1-

2.
  

セ
ン
タ
ー
内
で
の
研
究
論
文
の
登
録
シ
ス
テ
ム
の
確
立

 
2.

  
日
本
研
究
分
野
で
の
修
士
号
保
持
者
数

 
3.

  
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
お
け
る
日
本
研
究
機
関
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
活

発
化

 
4.

  
セ
ン
タ
ー
の
財
政

 

1-
1.

  
セ
ン
タ
ー
の
記
録

 
1-

2.
  

セ
ン
タ
ー
の
記
録

 
2.

  
セ
ン
タ
ー
の
記
録

 
3.

  
共
同
セ
ミ
ナ
ー
／
共
同
研
究
会
の
開
催
、

定
期
的
学
会
の
開
催
、
学
会
誌
の
共
同
執

筆
等

 
4.

  
セ
ン
タ
ー
の
財
務
台
帳

 

• 
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
お
い
て
日
本
研
究
に
対
す
る

関
心
が
持
続
す
る
。

 
• 

国
民
教
育
省
が
継
続
し
て
セ
ン
タ
ー
を
支
援
す

る
。

 
• 

セ
ン
タ
ー
の
研
究
員
が
継
続
し
て
日
本
研
究
に

携
わ
る
。

 

成
果

O
ut

pu
ts

 
13

. 
セ
ン
タ
ー
で
の
研
究
の
質
が
高
ま
る
。

 
14

. 
研
究
者
の
研
究
能
力
が
向
上
す
る
。

 
15

. 
セ
ン
タ
ー
か
ら
外
部
に
対
し
て
知
的
支
援
が
行
わ
れ
る
。

 
16

. 
セ
ン
タ
ー
の
運
営
管
理
能
力
が
強
化
さ
れ
る
。

 
5.

  
図
書
館
が
十
分
活
用
さ
れ
る
。

 

1-
1.

  
各
研
究
グ
ル
ー
プ
（
サ
ブ
グ
ル
ー
プ
）
に
よ
っ
て

3
年
間
で
最
低

2
回

の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
及
び

2
回
の
オ
ー
プ
ン
セ
ミ
ナ
ー
が
開
か
れ
る
。

 
1-

2.
  

各
研
究
グ
ル
ー
プ
に
よ
っ
て
各
テ
ー
マ
に
関
す
る
研
究
成
果
が

1
冊

以
上
刊
行
さ
れ
る
。

 
2.

  
20

03
年
ま
で
に
セ
ン
タ
ー
の

4人
以
上
が
日
本
へ
大
学
院
留
学
す
る
。 

3.
  

3
研
究
分
野
の
オ
ー
プ
ン
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
各
々
行
わ
れ
る
。

 
4-

1.
  

上
記

(1
-1

)の
参
加
者
数

 
4-

2.
  

研
究
レ
ポ
ー
ト
の
配
布

 
5.

  
図
書
館
の
来
館
者
数

 

1-
1.

  
セ
ン
タ
ー
の
記
録

 
1-

2.
  

セ
ン
タ
ー
の
記
録

 
2.

  
セ
ン
タ
ー
の
記
録

 
3.

  
セ
ン
タ
ー
の
記
録

 
4-

1.
  

セ
ン
タ
ー
の
記
録

 
4-

2.
  

セ
ン
タ
ー
の
記
録

 
5.

  
図
書
館
の
来
館
者
名
簿

 

• 
調
査
研
究
に
必
要
な
デ
ー
タ
が
適
切
に
利
用
可

能
に
な
る
。

 
• 

セ
ン
タ
ー
の
研
究
員
が
継
続
し
て
日
本
研
究
に

携
わ
る
。

 

• 
協
力
期
間
中
、

C/
P
の
移
動
が
な
い
。

 
• 

長
期
研
修
員
が

3
年
間
で
博
士
号
を
取
得
で
き

る
。

 
• 

研
究
メ
ン
バ
ー
、
事
務
所
員
の
働
き
が
モ
ニ
タ

ー
さ
れ
る
。

 

活
動

Ac
tiv

iti
es

 
1-

1.
  

研
究
課
題
別
に
研
究
グ
ル
ー
プ
を
編
成
す
る
。

 
1-

2.
  

研
究
活
動
の
計
画
を
た
て
る
（
調
査
法
、
指
導
法
等
）

 
2-

1.
  

若
手
研
究
員
育
成
の
計
画
を
た
て
る
。

 
2-

2.
  

上
記
で
た
て
ら
れ
た
研
究
計
画
に
沿
っ
て
研
究
指
導
、

助
言
が
行
わ
れ
る
。

 
3.

  
外
部
へ
の
オ
ー
プ
ン
セ
ミ
ナ
ー
を
開
く
。

 
4.

  
セ
ン
タ
ー
の
事
務
職
員
の
研
修
を
行
う
。

 
5.

  
図
書
館
の
利
用
環
境
を
整
備
す
る
。

 

投
入

In
pu

ts
（
日
本
側
）

 
長
期
専
門
家
 

3
名

x 
12

M
M

 
短
期
専
門
家
 
各
サ
ブ
グ
ル
ー
プ
に

2-
3
名

 
C/

P
研
修
（
短
期
）
 

2-
3
名
／
年

 
長
期
研
修
員
受
入
 

2
名
以
上

 
（
長
期
派
遣
専
門
家
 

1
名

x 
24

M
M
）

 
（

JO
CV

司
書
隊
員
 

1
名

x 
24

M
M
）

 
機
材
：
 
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
、
コ
ピ
ー
機
、
書
籍
等

 

 （
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
側
）

 
事
務
室
、
設
備
の
提
供

 
C/

P
の
配
置

 
機
材
等
に
係
る
経
費

 
ロ
ー
カ
ル
コ
ス
ト

 
事
務
職
員
の
配
置
及
び
訓
練

 
前
提
条
件

Pr
e-

Co
nd

iti
on

s 
 

 

- 82 -



別
添
資
料
4
　
図
書

館
来
館
者
数
な
ど
の
記
録

図
書

館
来

館
者

数
（
2
0
0
1
年
）

（
単

位
：
　
人

）

M
on

th
Ja

nu
ar

y
Fe

br
ua

ry
M

ar
ch

A
pr

il
M

ay
Ju

ne
Ju

ly
A

ug
us

t
S

ep
te

m
be

r
O

ct
ob

er
N

ov
em

be
r

D
ec

em
be

r
To

ta
l/y

ea
r

In
st

itu
tio

n

C
en

te
r f

or
 J

ap
an

es
e 

S
tu

di
es

 (P
S

J)
4

4
1

3
1

1
1

5
5

2
27

R
es

ea
rc

he
r

C
ul

tu
ra

l S
ci

en
ce

 F
ac

ul
ty

 (F
IB

)
16

14
2

18
5

16
6

17
5

64
19

64
14

7
21

9
29

5
11

9
16

11

In
do

ne
si

an
 L

an
gu

ge
 fo

r F
or

ei
gn

 S
tu

de
n 

(B
IP

A
)

13
7

4
7

9
3

5
13

9
11

7
88

Ja
pa

ne
se

 A
re

a 
S

tu
di

es
 P

ro
gr

am
 (K

W
J)

10
13

26
18

16
12

25
45

39
72

97
16

38
9

S
oc

ia
l &

 P
ol

iti
c 

Fa
cu

lty
 (F

IS
IP

)
4

12
28

13
23

6
1

10
9

20
19

21
16

6

C
om

pu
te

r S
ci

en
ce

 F
ac

ul
ty

 (F
A

S
IL

K
O

M
)

1
2

2
5

Fa
cu

lty
 o

f L
aw

 (F
H

)
1

4
3

2
3

1
14

P
ub

lic
 H

ea
ld

 F
ac

ul
ty

 (F
ke

s)
1

1
2

M
at

he
m

at
ic

 &
 N

at
ur

al
 S

ci
en

ce
 F

ac
ul

ty
 (F

M
IP

A
)

1
3

1
5

E
ng

in
ee

rin
g 

Fa
cu

lty
 (F

T)
1

1
3

4
3

1
1

14

E
co

no
m

ic
 F

ac
ul

ty
 (F

E
)

1
6

5
8

13
8

2
7

9
7

15
6

87

P
hy

ch
ol

og
y 

Fa
cu

lty
 (F

ps
i)

1
4

1
2

1
1

1
11

Fa
cu

lty
 o

f H
ea

ld
 (F

K
)

P
ol

ite
ch

ni
c 

(P
O

LT
E

K
)

1
1

1
1

4

O
th

er
19

14
16

8
21

11
16

51
42

59
20

5
28

2

To
ta

l/m
on

th
56

20
7

28
5

22
6

27
3

11
3

69
18

5
26

5
39

2
45

9
17

5
27

05

C
JS

-U
I: 

C
en

te
r f

or
 J

ap
an

es
e 

S
tu

di
es
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別添資料 4 図書館来館者数などの記録 

 
図書館の蔵書及び施設 
 
(1) 日本語の蔵書冊数： 5,173 冊 
 すべての図書が分類され、図書カードを作成してある。 
 
(2) 英文の蔵書冊数： 1,547 冊 
 この内、図書カード作成済みのものは、1,078 冊。分類作業中のものがある。 
 
(3) インドネシア大学の文化科学部(Cultural Science Faculty –UI)から寄贈された日本語の図

書が 5,600 冊ある。すべて、分類され図書カードが作成されている。 
 
(4) 寄贈を受けている雑誌（下記 14 種類） 

No 書名 寄贈者 
1 Shukan Toyo Keizai Toyo Keizai Shinposha 
2 Kinyu Bijinesu Toyo Keizai shinposha 
3 Tokei Geppo Toyo Keizai Shinposha 
4 Kaisha Shi Kiho Toyo Keizai Shinposha 
5 Becha Kurabu Toyo Keizai Shinposha 
6 Agora Asia Pasific Center 
7 Asian Pasific Center Asia Pasific Center 
8 Shinbun Daijesuto JICA 
9 Crousroads JICA 
10 Japan Echo Embasy of Japan 
11 Japan Review Kwang Hwa Publising Company 
12 Nichibunken The International Research Center for Japanese Studies
13 Nippon Center for Japanese Studies  
14 Buletin Politekhnik PNJ 

 
(5) 図書館の機器設備（Audio Visual Collection）  

- ビデオ 102 タイトル（ビデオカセット） 
- 編集機器 
- ビデオタイトル機 
- スライドプロジェクトター 
- ビデオカメラ（Handycam） 
- ビデオカセットレコーダー 
- DVD プレーヤー 
- Note Book 
- Radio Tape 
- Lern Japanese Computer 

 - ビデオモニター 
 
(6) 新聞購読２種類 

- Kompas 
- The Jakarta Post 
 

(7) 卓上コピー機 
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別添資料 5 日本研究センターの経緯 

年月日 内 容 

（日本研究センター設立以前）  

1967 年 インドネシア大学文学部に日本語文学科が創設される。（日本政府の支援があ

った。これ以降、700 名以上の卒業生を輩出。コースとしては、日本語、文化、

歴史、言語学、文学、社会の 5 つがある。） 

1990 年 インドネシア大学大学院修士課程に日本研究プログラムが開設される。（2003

年までに、54 名の卒業生（修士）を輩出。） 

1991 年 12 月 JICA が、日本研究センター設立に係る無償資金協力の事前調査団派遣。 

1993 年 2 月～7 月 JICA が基本設計調査団派遣。（同年 6 月に報告書案説明。７月に報告書完成）

日本研究活動を促進するために、日本研究の中心機関として日本研究プログラム

と大学院教育（日本研究）プログラムとの 2 つの機能を中核とする施設の設立が

妥当と判断され、計画を策定した。 

 

基本設計調査報告書に記載されている日本研究センター設立の目的・内容。 

目的： 研究と大学院教育の 2つの機能を中心とするインドネシア大学日本研

究センターを設立し、インドネシアにおける日本研究を推進すること。 

活動内容： 

(1) インドネシアにおける日本研究の中心機関として、日本と日本に関連する

総合的な研究を実施すること。 

(2) 大学院課程における日本研究教育を拡充する。 

(3) セミナーや出版、広報を通して学内外に日本に関する知識を普及すること。

(4) 日本に関する研究情報や資料の収集と提供、研究者、大学院生に対する日

本語教育等の学術的サービスを提供することにより、学内外の日本研究に

携わる研究者、学生を支援すること。 

(5) インドネシア・日本両国間の研究交流を促進するとともに、両国の相互理

解をより深める活動を促進すること。 

1993 年 

8 月 18 日 

センター設立に係る交換公文署名(E/N)、供与限度額 13.81 億円。 

計画内容： （施設）日本研究センター 管理部門棟、研究・大学院教育部門棟、

セミナーホール棟、食堂、宿泊棟、計 5,463m2、（機材）コンピューター、AV 機

器、印刷機器、書籍等。 

1994 年 インドネシア大学に日本研究に関する博士課程が開設される。（2003 年 7 月現

在、5 名の博士を輩出） 

 
（日本研究センター設立以降） 

 

1995 年 日本研究センターの建物が、無償資金協力によって建設される。 

1995 年 6 月 2 日 インドネシア大学内に、正式に「日本研究センター」が開設される。 

1996 年 8 月 12 日 研究協力「日本研究センター」事前調査団の派遣 
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～21 日 調査の目的： 研究協力事業を開始するにあたり、インドネシア側関係機関よ

り要請の背景及び実施体制の確認、並びに関連情報の収集を行うとともに、効果

的かつ円滑な実施を確保し得る最適な事業計画を検討するため、先方機関と協議

を行うこと。 

調査団の構成： 

氏名 担当業務 所属 

仁田道夫 統括 東京大学社会科学研究所 教授 

中村圭介 研究手法 東京大学社会科学研究所 助教授 

長澤一秀 協力企画 国際協力事業団派遣事業部派遣第一課課長代理 

松浦有佳子 業務調整 国際協力事業団派遣事業部派遣第一課 所員  
1997 年 2 月 17 日 研究協力「日本研究センター」に係るミニッツ署名（フェーズ 1） 

1997 年 4 月 20 日 3 年間の研究協力の開始（2000 年 4 月 19 日まで）。 

2000 年 4 月 2 日～

13 日 

フェーズ 1 プロジェクトの終了時評価団調査団の派遣。 

調査事項： 協力活動実績、活動実施状況、目標達成度、今後の協力方針協議、

今後の協力のあり方や実施方法の改善に資するための教訓・提言の確認。 

調査団の構成： 

氏名 担当業務 所属 

等々力勝 団長/総括 国際協力事業団アジア第一部 次長 

櫂谷紅美子 調査企画 国際協力事業団アジア第一部東南アジア課 

Jr.専門員 

鶴田伸介 評価分析 （株）地域計画連合  
2000 年 7 月 30 日

～8 月 9 日 

研究協力「日本研究センター・フェーズ２」事前調査団派遣 

調査の目的： 研究協力事業を開始するにあたり、インドネシア及び先方実施

機関であるインドネシア大学日本研究センターの実施体制の確認並びに関連情

報の収集を行うとともに、フェーズ 1 の評価で得られた提言を生かしつつ、効果

的かつ円滑な事業計画を検討するため、先方機関と協議を行うこと。 

調査団の構成： 

氏名 担当業務 所属 

佐原隆幸 団長/総括 国際協力事業団インドネシア事務所 次長 

仁田道夫 研究手法 東京大学社会科学研究所 教授 

加納啓良 研究手法 東京大学東洋文化研究所 教授 

櫂谷紅美子 業務調整 国際協力事業団アジア第一部東南アジア課 

Jr.専門員  
2001 年 1 月 15 日 3 年間の研究協力フェーズ２の開始（2004 年 1 月 14 日まで）。 

2003 年 7 月 29 日

～8 月 9 日 

フェーズ 2 プロジェクトの終了時評価団調査団の派遣 

調査目的： 本プロジェクト活動の進捗状況の確認と評価 5 項目の観点からの

評価。プロジェクト終了まで、また終了後に両国が取るべき措置の確認（提言）。

今後、同様のプロジェクトを実施する際に配慮すべき事項の整理（教訓）。 
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調査団の構成： 

氏名 担当業務 所属 

佐藤幹治 総括 国際協力事業団アジア第一部 部長 

仁田道夫 研究手法 1 東京大学社会科学研究所 所長 

加納啓良 研究手法 2 東京大学東洋文化研究所 教授 

吉成安恵 調査企画 国際協力事業団アジア第一部東南アジア課 

道順 勲 評価分析 中央開発株式会社  
2004 年 1 月（予定） センターにて、公開シンポジウム開催予定。フェーズ 2 プロジェクトの全研究グ

ループが、3 年間の研究成果を発表する。 
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別添資料 6 日本研究センターの構想（案） 
（本資料は、日本研究センターが、プロジェクトの終了後を展望して、センターをどのようにし

ていくかを検討し作成した戦略概要案（インドネシア語）を部分的に仮和訳したものである。現

時点ではたたき台の位置づけのもの） 
 
１．概要： 

分野：現代の日本社会における全てを対象。特に科学、技術、政治、社会、法律 
建物：1.5ha、1994 年 ODA 無償資金協力によって建設。13 億 8 千万円 

     1995 年 6 月 2 日開所式、（講堂（300 人収容）、研究室、図書館、コンピューター、 
ゲストハウス（25 名収容 2 棟）） 

所長：初代所長 Dr. Hero（1995－1998）、2 代目所長 Dr. Bachtiar Alam 
（一部省略） 
P６． 
（１）これまでの成果 
１）JICA 協力スキームによる研究協力 
２）その他の ODA スキームによる協力（国際交流基金、大学間協力、その他） 

 
JICA プロジェクトによる研究： 
フェーズ１： 
１） 社会：都市社会学の視覚からみたインドネシアと日本の都市開発 
２） 経済：日本経済のグローバル化とアジアへの影響 
３） 政治：日本の政治改革とインドネシア側にとっての implication 
４） ODA：日本の対インドネシア ODA 

フェーズ２： 
１） インドネシアと中小企業比較研究 
２） インドネシアと日本の経済比較研究 
３） インドネシアと日本の手工業の社会文化的側面 
４） インドネシアと日本の軍の民主化について 
５） インドネシアにおける日本の ODA の裨益について（事例：母子保健） 
６） デポック市と多摩地域における都市化の比較研究 
７） 社会科学用語辞典（日―イー英） 
第２フェーズは、２００４年１月に終了予定 
 

（２）その他の日本の支援による研究：無し 
（３）国内機関からの支援による研究：無し 
（４）日本機関の支援による比較的大きなセミナー：  
・ In Search of Asia Civil Society in the Third Millennium: Comparative Perspectives on the 

Development of Civil Society in Japan and Indonesia 
・ Discussion on Japan after the Asia Economic Crisis; Comparative Perspectives on Their 
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Repercussions in the Cultural and Social Fields 
 日本からの出席者７名、アメリカから出席者１名（ハーバード） 
（5）協力プロジェクトの成果の刊行： 
（一部省略） 
P９ 
（１）研究成果の評価（２００１－２００４） 
 １）研究成果 
  ・研究成果の質は客観的、学術的要求を満たすこと。 

・現在実施中の研究及び成果の公表の度合いを増す必要がある。 
・既に刊行された研究成果の配布のネットワークを広げること。 

 ２）学術フォーラム 
  ・マスメディア（新聞、雑誌、放送、電子メディア等）の関係先を巻き込むことによって、 
   PSJ で行われた成果のメディア報道を増やす必要がある。 
  ・毎年の学術フォーラムの回数を量的に増やす。 

・学術フォーラム実施のテーマ範囲を拡大すること。 
 
（２）PSJ の活動の評価の結果から希望される事柄 
 マネージメント能力の発展 

１） PSJ の活動成果に対する評価能力の向上、すなわち、研究開発の機関の分野の諸問題の考

察と解決に関連するような研究成果に対する評価能力の向上。 
２） 研究センターが有用とする、科学的知識と情報の取得を通じて、組織マネージメントと管

理能力を改善すること。 
３） 参加型アプローチに基づく持続可能な協力を通じた関係機関との結びつきの強化 
効率的なフィードバックシステムの拡大 
１）各プログラムに対する評価でかつ持続的なフィードバックを行うためのネットワーク拡大。 
２）既に行われたプロジェクト、プログラムに関する情報を得るための安定したアクセス保証。 
３）各方面からの評価の成果の活用。 
品質保証の強化 
１）研究開発の機関としての PSJ の活動成果の利用者の需要と希望を考慮すること。 
２）PSJ の協力におけるサービス利用者が希望する成果に対する戦略的な配慮。 
３）評価の成果の信頼性における持続的改善。 

 
（一部省略） 
P１１ 
〔2004 年～2006 年の発展の方向〕 向こう３年間の PSJ の発展の方向 
（１）組織の定着（確立）： 
  １）環境変化と市場の需要に適用する組織構造の強化を通じた競争力の向上。 
  ２）基本サービスを支える強調システムの強化。 
  ３）それ以前の時期に達成された成果の社会的普及と改善を支える努力。 
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 以上３つに関連したことがらに優先順位をおく。 
 
（２）マネージメントの確立（第１期）（2004～2005 年） 
  １）マネージメントシステムの確立。 
  ２）人的資源の能力向上。 
  ３）情報システム技術及びシステムの開発。 
  ４）研究の成果を支えるその他の物質的及び非物質的な前提を形成。 
 
（３）事業の成果（2005～2006 年） 
  １）既存の市場及び新規開拓いずれにおいても、その市場の可能性を捕らえること。 
  ２）慎重の原則を保ちながらも大胆に新分野を開発すること。 
  ３）これまで以上に事業パートナーとの良好な濃密な関係を引き続き向上させること。 
 
（４）組織の持続可能性（2006 年） 
 生産物の品質、サービスの質、人的資源の質、サポートファシリティーの品質の持続的な改善

を通じた生産の向上。 
 
〔日本研究センター（PSJ）の多様化〕 
 １）研究 
  ・現代日本に集中した多様なテーマ。 

・現在の日本研究機関としての PSJ の意義における不動のパターン。 
 ２）組織のマネージメント 
  ・より複雑なプロジェクトの企画管理。 

・研究組織の構造は仕事の複雑性に応じて、職能型、事業部型の場合もある。 
 ３）ファンディングエージェンシー：無し 
 
〔東アジア研究センター〕 
１．研究 
 １）（ステートメントの形をとった）MISSON（任務・使命）が変わる。 
 ２）現代東アジア研究機関となる。 
２．組織のマネージメント 
 １）研究組織の構造は全面的に変わる。 
 ２）職務内容及び職名が変わる。 
 ３）部門制になる。 
 ４）研究地域による部門になる。 
３．計画立案と管理の負担は依然として PSJ のとおりである。 
４．支援機関に対する影響：非常に大きい、困惑の可能性がある。 
 

以上 
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別添資料7 日本研究センター組織図 （2003年8月現在）

Executive Director

(Dr. Bachtiar Alam)

Vice Director of 
Administration and Finance

(Ir. Alibasjah Inggriantara, SE,MMBAT)

Vice Director of 
Research and Development
(Dr.Satya Arinanto, SH, MH)

Division Head of General Affair
(Drs.Abdurakhman)

Division Head of Finance
(Dra. Iva Maduratna S)

Division Head of 
Research management

(Dra. Ade Iva Arimurti Wicaksono)

Division Head  of Information

Section Chief of 
Finance 

(Marsono)

Section Chief of
Equipment

(Abdul Rasyid)

Section Chief of 
Security
(Mu’nim)

Section Chief of
Rental Facilities
(Lukman Harif)

Section Chief of
Administration

(Dewi T)

Section Chief of 
Computer Laboratory

(Heri Purnomo)

Section Chief of Library
(Dina Fatiana)

Section Chief of 
Publication

(Nanu sundjojo, S.sos)
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別添資料 9  インドネシアにおける日本研究の現在（英文資料） 

 
 
（インドネシア大学日本研究センター所長作成のセミナー発表用資料： インドネシア日本研究

学会主催のセミナー “Reflections on the Thirty Years of Indonesia-Japan Relations” ） 
  

- 98 -



- 99 -



- 100 -



- 101 -



- 102 -



- 103 -



- 104 -



- 105 -



- 106 -



- 107 -


	別添資料
	2. 評価グリッド
	3. 当初のPDM 及び評価用PDM
	4. 図書館来館者数などの記録
	5. 日本研究センターの経緯
	6. 日本研究センターの構想
	7. 日本研究センター組織図
	8. インドネシア大学組織図
	9. インドネシアにおける日本研究の現在



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /All
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJDFFile false
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /LeaveColorUnchanged
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /Description <<
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000500044004600206587686353ef901a8fc7684c976262535370673a548c002000700072006f006f00660065007200208fdb884c9ad88d2891cf62535370300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef653ef5728684c9762537088686a5f548c002000700072006f006f00660065007200204e0a73725f979ad854c18cea7684521753706548679c300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /FRA <>
    /ITA <>
    /JPN <>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020b370c2a4d06cd0d10020d504b9b0d1300020bc0f0020ad50c815ae30c5d0c11c0020ace0d488c9c8b85c0020c778c1c4d560002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken voor kwaliteitsafdrukken op desktopprinters en proofers. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /PTB <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents for quality printing on desktop printers and proofers.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /NoConversion
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /NA
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure true
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles true
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /NA
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /LeaveUntagged
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice




